
成
城

曲
章
四
番

本
所
収
「
呪
咀
男
」
の
性
格
と
表
現小

林

千

草

一

は
じ
め
に

成
城
大
学
図
書
館
蔵
『
狂
言
集
』
一
四
冊
は
、
大
き
く
は
三
グ
ル
ー
プ
の

雑
纂
的
な
狂
言
台
本
の
集
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
⃞１
大
蔵
流
台
本
に
つ

い
て
は
、

⑴
小
林
千
草
二
〇
一
六
・
一
〇
『
幕
末
期
狂
言
台
本
の
総
合
的
研
究

大
蔵

流
台
本
編
』（
清
文
堂
出
版
刊
）

で
そ
の
あ
ら
か
た
を
報
告
し
、
⃞２
和
泉
流
台
本
に
つ
い
て
は
、

⑵
小
林
千
草
二
〇
一
六
・
三
「
成
城

甲

本
に
お
け
る
「
ぜ
あ
」

そ

の
実
態
と
狂
言
台
本
と
し
て
の
性
格

」（「
東
海
大
学
紀
要
文
学

部
」
第
一
〇
四
輯
）

で
そ
の
一
端
を
報
告
し
、
⃞３
鷺
流
台
本
に
つ
い
て
は
、

⑶
小
林
千
草
二
〇
一
六
・
三
「
成
城

曲
章
四
番

狂
言
本
の
性
格
に
つ
い

て

名
女
川
本
と
の
共
通
曲
を
中
心
に

」（『
湘
南
文
学
』
第
五

一
号
）

⑷
小
林
千
草
二
〇
一
六
・
九
「
成
城

曲
章
三
番

狂
言
本
の
性
格
と
用
語

「
悪
太
郎
」「
鈍
太
郎
」「
花
折
新
発
知
」「
腰
祈
」「
梟
」
を
通
し

て

」（『
近
代
語
研
究
』
第
一
九
集
）

⑸
小
林
千
草
二
〇
一
七
・
二
「
幕
末
書
写
鷺
流
狂
言
台
本
の
性
格
と
用
語

成
城

曲
章
三
番

本
「
伯
養
」「
す
い
か
ら
」
の
場
合

」

（「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
第
一
三
二
号
）

⑹
小
林
千
草
「
成
城

曲
章
三
番

本
所
収
「
因
幡
堂
」
の
性
格
と
言
語
」

（「
東
海
大
学

日
本
語
・
日
本
文
学

研
究
と
注
釈
」
第
六
号
。
刊
行

遅
延
中
）

を
通
し
て
、
報
告
を
つ
づ
け
て
い
る
。

本
稿
は
、
⑶
〜
⑹
に
つ
づ
い
て
、
成
城

曲
章
四

注
１
）

番

本
所
収
の
「
呪
咀

男
」
に
関
し
て
、
そ
の
性
格
や
内
容
、
本
文
の
表
現
や
用
語
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

成
城

曲
章
四
番

本
は
、
鷺
流
台
本
と
推
定
さ
れ
、

①
萬
延
元
年
申
歳
十
一
月
吉
日
写
之
／
西
口
克
太
郎
／
吉
迪
（
花
押
）／
蔵

書

（
巻
末
。
／
は
、
改
行
を
示
す
）

②
右
者
家
元
直
傳
之
秘
書
ナ
リ

鷺
十
代
目

拱
辰
先
生
ノ
書
ヲ

／
安
政
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四
丁

巳
年
七
月
岡
山
義
憲
写
候
ヲ
今
度
又
西
口
吉
迪
写
置
ナ
リ
（
９
ウ
）

な
ど
か
ら
、
西
口
克
太
郎
吉
迪
の
書
写
本
、
か
つ
、
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
萬
延
元
年
は
一
八
六
〇
年
、
安
政
四
年
は
一
八
五
七
年
で
、
幕

末
期
の
狂
言
台
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

成
城

曲
章
四
番

本
は
、
⑶
の
考
察
か
ら
、
宝
暦
名
女

注
２
）

川
本
と
共
通
す

る
曲
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
の
似
よ
り
度
が
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
が
、「
呪
咀
男
」
は
、
鷺
流
の
現
存
台
本
に
は
共
通
曲
が
見

ら
れ
ず
、
き
わ
め
て
特
異
な
曲
と
な
っ
て
い
る
。

成
城

曲
章
四
番

本
に
は
巻
頭
に
目
次
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介

し
、「
呪
咀
男
」
の
当
該
写
本
に
お
け
る
位
置
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。

一

岡
大
夫
（
１
オ
〜
３
オ
）

二

呪
咀
男
（
３
オ
〜
６
オ
）

三

＊瞽

女
座
頭
（
６
ウ
〜
７
ウ
）

四

通
圓
（
８
ウ
〜
９
ウ
）

五

＊居
杭
ノ

算

置
（
９
ウ
〜
13
オ
）

六

靱
猿
（
13
ウ
〜
15
オ
）

七

＊名
取
川
（
15

オ
）

八

＊文
蔵
ノ

語
ノ

前
（
15
ウ
〜
16
オ
）

九

鍋
八
撥
ノ

拍
子
（
16
オ

〜
ウ
）

十

＊文
荷
（
16
ウ
〜
18
オ
）

十
一

＊武
悪
（
18
ウ
〜
24
ウ
）

十
二

墨
塗
（
24
ウ
〜
27
ウ
）

十
三

察
花
（
28
オ
〜
30
ウ
）

十
四

真
奪
（
30
ウ
〜
31
ウ
）

十
五

太
刀
奪
ノ

末
（
32
オ
）

十
六

＊狐
塚

（
32
オ
〜
34
オ
）

こ
の
う
ち
、
＊
印
を
付
し
た
七
曲
が
、
宝
暦
名
女
川
本
と
の
共
通
曲
で
あ

る
。

二

曲
章
四
番

本
所
収
の
「
呪
咀
男
」

曲
名
か
ら
辿
れ
る
こ
と

池
田
廣
司
氏
作
成
の
「
狂
言
曲
目
所
在
一

注
３
）

覧
表
」
で
、「
呪
咀
男
」
を
検

索
す
る
と
、「
の
ろ
い
お
と
こ
（
呪
い
男
）

大
蔵
流
八
右
衛
門
派
番
外

」

と
し
て
、「
和
泉
流
／
三
百
／
下
654
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
和
泉

流
の
『
三
百
番
集
』
下
654
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
、「
大
蔵
流
八

右
衛
門
派
の
番

注
４
）

外
曲
で
あ
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
、『
狂
言
三
百
番
集
』
下
に
あ
た
る
と
、

③
シ
テ
｜
鬼
女

○
ア
ド
｜
男
・
法
師

と
あ
り
、
登
場
人
物
構
成
を
異
に
し
、
骨
格
と
な
る
プ
ロ
ッ
ト
に
共
通
性
は

あ
っ
て
も
、
別
曲
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
プ
ロ
ッ
ト
が
似
て

い
る
の
で
、
セ
リ
フ
の
一
部
に
は
同
一
発
想
の
物
言
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
後
の
考
察
で
適
宜
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

さ
て
、『
狂
言
三
百
番
集
』
上
の
「
緒
言
」
に
お
い
て
、
編
者
の
野
々
村

戒
三
氏
は
、

④
本
集
の
編
者
が
曾
て
公
刊
し
た
「
狂
言
集
成
」
は
、
和
泉
流
三
宅
派
家
元

三
宅
庄
市
手
澤
本
を
底
本
と
し
て
、
同
流
狂
言
二
百
五
十
番
・
同
番
外
曲

十
三
番
・
鷺
流
狂
言
十
二
番
・
大
蔵
流
狂
言
番
外
曲
九
番
・
及
び
和
泉
流

能
間
二
百
四
十
八
番
・
同
番
外
曲
百
七
十
五
番
を
収
録
し
た
も
の
で
、
最

も
廣
汎
に
亙
り
且
つ
研
究
上
憑
據
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
集
に
は
、
右
集
成
本
諸
曲
の
中
か
ら
異
名
同
曲
の
一
番
及
び

能
間
を
除
い
た
全
部
と
、
更
に
石
田
元
季
氏
の
所
蔵
に
係
る
大
蔵
流
八
右

衛
門
派
の
諸
曲
の
中
か
ら
選
出
し
た
「
福
祭
」・「
祝
獅
子
」・「
獨
り
松

茸
」
等
廿
一
番
と
を
併
せ
て
収
録
し
、
兼
ね
て
装
束
附
を
附
記
し
、
且
つ

厳
密
な
る
校
訂
を
加
へ
、
又
集
成
本
の
誤
植
を
も
是
正
し
た
の
で
あ
る
。

（
上
２
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
傍
線
部
が
、『
狂
言
三
百
番
集
』
下
所
収
の
「
呪
ひ
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男
」
が
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。

『
狂
言
三
百
番
集
』
上
の
刊
行
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
一
〇
月
、

下
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
七
月
で
あ
る
。
野
々
村
戒
三
氏
は
、「
呪

ひ
男
」
の
写
本
を
提
供
さ
れ
た
石
田
元
季
氏
が
ど
の
時
代
の
ど
の
よ
う
な
写

本
を
持
た
れ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
蔵
虎
清
本
・
虎

明
本
・
虎
寛
本
・
虎
光
本
に
一
切
所
収
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
れ
以
降
〜
幕
末
期
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

野
々
村
戒
三
氏
は
、
和
泉
流
に
な
い
曲
と
し
て
、
こ
れ
を
翻
刻
さ
れ
て
、

昭
和
一
三
年
時
点
で
の
現
行
曲
お
よ
び
伝
承
曲
を
網
羅
し
た
一
書
を
誕
生
さ

せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
他
流
の
番
外
曲
を
借
り
て
ま
で
収
め
ら
れ
た
、
い

わ
ば
稀
曲
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
鷺
流
台
本
と
推
定
さ
れ
る
（
そ
れ
も
鷺

伝
右
衛
門
系
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
推
定
さ
れ
る
）
成
城

曲
章
四
番

本
に
、「
岡
大
夫
」「
文
荷
」「
武
悪
」「
墨
塗
」「
狐
塚
」
な
ど
の
名
曲
と
並

ん
で
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
鷺
流
の
伝
承
保

持
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
と
っ
て
も
、
朗
報
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。鷺

流
に
あ
っ
て
も
、
延
宝
忠
政
本
・
享
保
保
教
本
・
宝
暦
名
女
川
本
・
安

政
賢
通
本
な
ど
に
所
収
が
な
く
、
の
ち
地
方
に
伝
播
し
た
鷺
流
狂
言
を
所
収

し
た
『
山
口
鷺
流
狂
言
資
料
集
成
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い

注
５
）

な
い
の
で
、
い
つ

頃
成
立
し
た
曲
な
の
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
和
泉
流
台
本
群
に
も
全
く
な
い

こ
と
か
ら
、
大
蔵
流
お
よ
び
鷺
流
周
辺
で
、
江
戸
後
期
〜
幕
末
期
に
成
立
し

た
も
の
と
一
応
の
推
定
を
立
て
て
お
こ
う
。
な
お
、『
狂
言
記
』
諸
本
に
も
、

曲
名
が
見
出
さ
れ
な
い
。

三

曲
章
四
番

本
「
呪
咀
男
」
の
セ
リ
フ
分
析

本
節
で
は
、

曲
章
四
番

本
「
呪
咀
男
」
を
物
語
の
流
れ
に
そ
っ
て
、

本
文
（
セ
リ
フ
）
を
分
析
し
て
い
く
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
使
わ
れ
る
こ

と
ば
の
様
相
な
ど
か
ら
、
登
場
人
物
造
型
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
型
）
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

⑤
名
乗
常
之
通

某
此
間
打
続
て
夢
見
か
悪
シ
ウ
△
ル
ニ
依
て
祈
念
祈
祷
致

セ

更
ニ
替
る

も
△
ラ
ヌ

夫
故
か
氣
分
も
勝
れ
ま
せ
ぬ

又
爰
に
心

易
ウ
咄
す
者
か
△
ル
程
に
是
ヘ
参
リ
相
談
致
そ
ふ
と
存
る

先
急
て
参
ふ

イ
ヤ
ア
ノ
仁
ノ
方
に
能
祈
祷
か
或
ハ
薬
杯
か
有
舞
物
て
も
△
ラ
ヌ
程
に
召

て
メ
ウ
ト
存
る

イ
ヤ
参
る
程
に
是
ぢ
や
（
３
オ
）

こ
れ
は
、
又
ア
ド
で
あ
る
男
が
、
最
近
、
夢
見
が
悪
く
て
気
分
も
す
ぐ
れ

な
い
の
で
、
知
人
で
あ
る
シ
テ
の
所
に
相
談
に
行
く
場
面
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
又
ア
ド
の
名
乗
り
と
道みち
行ゆき
で
あ
る
。

⑥
案
内
常
之
通

注
６
）

又
）
其

て
△
ル

け
ふ
く
る
も
別
の
事
て
も
無
ひ

某
此
間
殊

之
外
夢
見
か
悪
い

夫
故
か
氣
分
も
勝
れ
ぬ

此
方
て
色
々
と
薬
も
呑
又

祈
念
祈
祷
も
ス
レ

能
と
思
ふ

か
無
に
依
て
若
又
和
ゴ
リ
ヨ
ノ
方
に
能

祈
祷
を
す
る
人
か
或
ハ
功
者
ナ
医
師
モ
有
ふ
か
と
思
ふ
て
来
た
よ
（
３

オ
）

⑥
は
、
来
訪
の
挨
拶
を
す
ま
せ
た
の
ち
、
シ
テ
が
来
訪
の
目
的
を
尋
ね
た

際
の
、
又
ア
ド
の
返
答
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
其

て
△
ル
」
の
み
「
ご
ざ

る
」
と
い
う
丁
寧
語
が
入
る
が
、
あ
と
の
四
文
全
て
、
丁
寧
語
も
な
く
、
相

手
へ
の
敬
意
表
現
も
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
シ
テ
よ
り
若

い
こ
の
又
ア
ド
は
、
身
分
的
に
も
経
済
的
に
も
、
シ
テ
よ
り
上
位
者
で
あ
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る
。
⑤
に
お
け
る
又
ア
ド
の
一
人
言
で
、「
ア
ノ
仁
ノ
方
に
」
と
あ
る
「
仁
」

は
、
お
そ
ら
く
「
ひ
と
」
と
読
ま
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
、「
じ
ん
」

と
読
ま
せ
る
も
の
な
ら
ば
、「
御ご
仁じん
」
と
ま
で
あ
が
め
な
く
と
も
、
又
ア
ド

は
こ
の
シ
テ
を
あ
る
面
で
は
頼
っ
て
い
る
と
い
う
背
景
が
見
て
と
れ
る
。
人

生
経
験
豊
か
で
、
世
間
智
に
た
け
た
年
長
者
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
で
又
ア
ド
は
シ
テ
の
こ
と
を
「
心
易
ウ
咄
ス
者
」
と
言
っ
て
い
た
が
、

心
易
さ
が
、
尊
敬
語
・
丁
寧
語
抜
き
の
会
話
及
び
最
後
文
末
の
「
〜
よ
」
と

い
う
終
助
詞
に
表
象
さ
れ
て
い
る
。
⑥
の
対
称
代
名
詞
が
「
和
ゴ
リ
ヨ
」
で

あ
る
こ
と
も
、〞
心
易
い
間
柄
〝
ゆ
え
で
あ
る
。

⑦
シ
テ
）
ハ
テ
扨
夫
ハ
氣
之
毒
ナ
事
で
△
ル

私
も
最
前
か
ら
見
ま
す
る
に
何

と
や
ら
お
色
か
悪
ふ
△
ル
ヤ
ウ
ニ
存
ま
し
た

夫
な
ら
ば
爰
に
私
の
存
た

陰
陽
者
が
△
ル
か
其
様
ナ

を
請
受
て
致
さ
れ
ま
す
る

是
ハ
何
と
△
ロ

ウ
（
３
オ
）

⑦
は
、
又
ア
ド
の
健
康
状
態
を
知
り
、
ま
た
、
頼
み
事
を
さ
れ
た
シ
テ
の

返
答
で
あ
る
。
丁
寧
語
「
ご
ざ
る
」「
ま
す
（
る
）」
の
他
に
、「

○お
色
」
と

い
う
尊
敬
の
接
頭
辞
も
使
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
相
談
に
の
っ
て
は
、
又

ア
ド
か
ら
金
銭
の
お
礼
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
手
を
立
て
る
敬
語

は
欠
か
せ
ら
れ
な
い
。

⑧
又
）
夫

こ
そ
）

社

幸
ひ
の
事
で
お
り
や
る

ど
ふ
ぞ
頼
て
呉
さ
し
ま
せ

⑧
は
、
自
ら
を
救
う
道
が
開
け
た
又
ア
ド
の
喜
び
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
感

謝
の
心
が
、
シ
テ
へ
の
敬
意
表
現
と
な
っ
て
い
る
。「
〜
で
お
り
ゃ
る
」
と

い
う
軽
い
丁
寧
表
現
、「
さ
し
ま
せ
」
と
い
う
軽
い
敬
意
を
表
わ
す
命
令
形

が
そ
れ
で
あ
る
。

⑨
シ
）
畏
て
△
ル

し
か
し
な
が
ら
）

併

こ
な
た
の
御

注
７
）

身
躰
て
ハ
余
程
お
出
し
な
さ
れ

ず
ハ
成
リ
舛
舞

又
）

夫
ハ
何
程

耳
之
側
に
而
云

シ
）

ナ
か
様
て
△
ル

又
）
ヲ
ヽ
夫
ハ
余
程
て
△
ル
か

シ
）
左
様
て
△
レ

命
に
ハ
替
ら
れ
舛
舞

程
に
お
出
し
被
成
ま
セ
ひ

祈
祷
さ
ヘ
な
さ
る
れ
ハ
其
氣
色
ハ
請
受
て
能

成
ま
す
る

又
）
夫
な
ら
ハ
氣
分
に
ハ
替
ら
れ
ぬ
程
に

も
角
も
致
う

わ
こ
り
よ
太
義
な
か
ら
頼
て
呉
さ
し
ま
セ

シ
）
心
得
ま
し
た

私
の
参

て
頼
ミ
ま
し
て
同
道
致
て
後
程
参
り
ま
セ
ふ

又
）

さ
ら
ハ
斯
参
る

シ
）
注
８
）

「
△
リ
舛
る
か

又
）
中
〳
〵

二
人
）
さ
ら
ハ
〳
〵
ト
云
テ
男
ハ

大
臣
柱

（
３
ウ
）

又
ア
ド
に
⑧
と
言
わ
れ
た
シ
テ
の
反
応
は
、「
畏
て
△
ル
」
で
あ
る
。「
心

得
た
」
で
も
「
心
得
ま
し
た
」
で
も
な
く
、「
畏
て
△
ル
」
で
あ
る
と
こ
ろ

に
、
シ
テ
が
下
位
者
で
あ
る
こ
と
が
歴
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

こ
の
シ
テ
は
、
又
ア
ド
を
〞
喰
い
物
〝
に
す
る
ほ
ど
の
や﹆
り﹆
手﹆
で
あ
る
。
下

手
に
出
な
が
ら
、
又
ア
ド
を
あ
や
つ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
性
が
、
傍
線

部
に
出
て
い
る
。

又
ア
ド
が
「

い
か
ほ
ど
）

何
程

」
と
聞
く
と
、
シ
テ
は
金
額
を
、
ト
書
き
の
通
り
耳

元
で
さ
さ
や
く
。
シ
テ
は
少
し
間
を
置
い
て
、「
ナ
。
か
様
て
△
ル
」
と
念

を
押
す
。
す
る
と
、
又
ア
ド
は
、「
ヲ
ヽ
夫
ハ
余
程
て
△
ル
が
」
と
、
反
応

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
シ
テ
は
、
高
額
を
ふ
っ
か
け
た
の
で
あ
る
。
シ
テ
は

た
た
み
か
け
る
よ
う
に
、「
命
に
ハ

か
へ
）

替

ら
れ
舛
舞
程
に
お
出
し
被
成
ま
セ

ひ
」
と
す
す
め
、
祈
祷
さ
え
す
れ
ば
全
快
す
る
と
保
証
す
る
。

又
ア
ド
は
、
シ
テ
の
勧
め
に
従
う
こ
と
に
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、「
太
義

な
か
ら
頼
て
呉
さ
し
ま
セ
」
と
シ
テ
に
依
頼
す
る
。
こ
の
時
の
シ
テ
の
返
答

は
、「
心
得
ま
し
た
」
の
よ
う
に
格
式
ば
ら
な
い
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
別
れ
の
挨
拶
が
あ
り
、
ト
書
き
の
通
り
、
又
ア
ド
は
、
大
臣
柱

（
ワ
キ
柱
）
に
坐
す
。
現
代
の
舞
台
だ
と
、
こ
の
よ
う
な
設
定
の
場
合
は
、
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ワ
キ
座
で
は
な
く
、
そ
の
奥
、
笛
座
前
に
坐
し
て
、〞
居
て
も
居
な
い
〝
演

出
と
な
る
。

シ
）
是
ハ
如
何
な
事

思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
を
申
て
参
て
△
ル

亦
爰
に
心

易
う
咄
す
仁
か
△
ル

先
是
へ
参
り
て
相
談
い
た
そ
ふ
と
存
る

何
斯
参

て
も
宿
に
居
ら
り
よ
ふ
か
い
ら
れ
舞
か
し
ら
ぬ
事
し
や

め
い
よ
爰
か
し

こ
走
り
廻
る
人
し
や
に
依
て
居
ら
る
れ
ハ
能

イ
ヤ
参
る
程
に
是
し
や

（
３
ウ
）

又
ア
ド
の
依
頼
を
受
け
て
〞
陰
陽
者
〝（
占
い
）
の
所
へ
行
く
際
の
シ
テ

の
道
行

一
人
言
で
あ
る
。
観
客
に
向
け
て
の
一
人
言
で
あ
る
の
で
、

「
是
ハ
如
何
な
事
」
と
い
う
感
動
表
現
に
つ
づ
く
二
文
は
「
△
ル
」
を
用
い

て
、
観
客
へ
の
か
し
こ
ま
り
を
表
わ
し
て
い
る
。

シ
テ
が
「
心
易
う
咄
す

ひ
と
）

仁

」
と
い
う
こ
の
人
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に

「
め
い
よ
爰
か
し
こ
走
り
廻
る
人
」
で
あ
る
と
言
う
。
狂
言
に
お
い
て
、
市

内
（
と
り
わ
け
、
洛
中
）
を
こ
こ
か
し
こ
走
り
回
る
人
に
、
ス
ッ
パ
を
代
表

に
ろ﹆
く﹆
な﹆
人
は
い
な
い
。
し
か
も
、「
め
い
よ
」（
名
誉
）
と
い
う
形
容
語
さ

え
付
い
て
い
る
。「
名
誉
」
は
、
も
と
も
と
プ
ラ
ス
評
価
の
名
詞
で
あ
り
形

容
動
詞
で
あ
る
。『
太
平
記
』
な
ど
に
も
用
例
が
あ
る
が
、
近
世
に
入
る
と
、

１

世
に
ま
れ
な
こ
と
。
不
思
議
な
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。

２

副
詞
。

１

か
ら
転
じ
て
、
ど
う
い
う
わ
け
か
。
不
思
議
に
。
奇

妙
に
。

の
意
味
を

注
９
）

生
じ
、「
め
い
よ
う
」
と
訛
り
、

浮
世
草
子
・
好
色
一
代
男
（
一
六
八
二
）
六
「

ざ
）

座
配
に
き
や
か
に
床
し

め
や
か
に
、
名めい
誉よ
、
お
も
ひ
を
残
さ
せ
」

の
用
法
を
も
っ
た
り
、
さ
ら
に
「
め
ん
よ
う
」
と
な
っ
て
、

滑
稽
本
・
浮
世
風
呂
（
一
八
〇
九
｜
一
三
）
前
「
ハ
テ
、
め
ん
よ
う
な
、

た
っ
た
今

く
ん
）

汲

だ
が
の
う
」

の
よ
う
な
例
も
出
て
く
る
。

の
「
め
い
よ
」
は
、
機
能
の
上
か
ら

に
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
意
味
か
ら

に
よ﹅
り﹅
近
い
。

案
内
常
之
通

ア
ト
）
今
和
こ
り
よ
の
方
へ
行
う
か
杯
と
思
ふ
所
へ
お
り
や

つ
た

身
共
も
此
間
さ
ん
〴
〵
仕
合
か
悪
ふ
て
渡
世
の
送
ふ
様
も
無
い
に

依
て
此
事
を
相
談
致
そ
ふ
と
存
た
処
へ
わ
せ
た

シ
）
夫
に
付
て
仕
合
な

か
有
る

誰
も
無
い
か

ア
）
誰
も
無

先
斯
通
ら
し
ま
セ

シ
）
心
得

た
ト
云
テ

下
に
居

（
３
ウ
）

の
「
案
内
常
之
通
」
は
、
ア
ド
の
家
を
訪
ね
た
際
の
挨
拶
に
関
す
る
ト

書
き
で
あ
る
。
ア
ド
は
、
シ
テ
を
「
わ
ご
り
よ
」「
お
り
や
つ
た
」「
わ
せ

た
」
で
待
遇
し
て
い
る
の
で
、
き
わ
め
て
軽
い
敬
語
で
す
む
親
し
い
間
柄
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ア
ド
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
言
う
。
こ
つ
こ
つ
と
働
い
た
上
で
の
「
仕
合

が
悪
い
」（
め
ぐ
り
あ
わ
せ
が
悪
い
）
の
で
は
な
く
、
賭
け
事
な
ど
を
し
て

大
負
け
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
「
さ
ん
ざ
ん
」（
散
々
）
の
語
で
推
測
さ
れ

る
。傍

線
部
を
聞
い
た
シ
テ
は
、「
夫
に
付
て
仕
合
な

か
有
る
」
と
も
ち
か

け
る
。
波
線
部
が
二
人
の
間
で
か
わ
さ
れ
る
の
は
、
悪
事
の
相
談
だ
か
ら
で

あ
る
。〞
つ
う
か
あ
〝
で
こ
う
い
う
流
れ
に
な
る
と
い
う
の
は
、
二
人
が
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
生なり
業わい
の
一
つ
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
出で
来き
心ごころで
は
、

こ
う
は
い
く
ま
い
。

別
の
事
て
も
無
い
か
和
こ
り
よ
ハ
ア
ノ
誰
殿
を
知
た
か

ア

ヲ
ヽ
知
た

大
分
限
者
し
や

シ

其
分
限
な
に
付
て
今
日
身
か
所
ヘ
わ
せ
て
此
間
ハ
夢
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見
か
悪
ひ
程
に
氣
分
も
悪
ひ
と
言
て
わ
セ
て
祈
祷
て
も
薬
て
も
能
い
の
ハ

あ
る
ま
い
か
と
云
て
談
合
に
わ
セ
ら
れ
た
に
依
て
身
共
の
云
う

に
ハ
爰

に
私
の
存
た
陰
陽
者
か
△
ル
か
是
か
祈
祷
の
上
手
で
△
ル
と
云
た
れ
ハ
夫

を
頼
ん
て
呉
い
と
い
わ
る
ゝ
に
依
て
則
礼
物
杯
も
定
メ
タ
か
何
と

⑴

是
を

取
て
そ
な
た
と
身
共
と
半
分
ツ
ヽ
わ
け
て

⑵

一
元
手
有
程
に
亦
商
賣
に
取

付
ふ
と
思
う
か
何
と
有
る
ぞ
（
３
ウ
〜
４
オ
）

で
は
、
又
ア
ド
が
「
ア
ノ
誰
殿
」
と
話
題
主
と
な
っ
て
出
て
く
る
。
現

行
の
舞
台
だ
と
、「
誰
」
の
と
こ
ろ
に
当
日
の
舞
台
で
又
ア
ド
を
つ
と
め
る

狂
言
役
者
の
名
前
が
入
る
。

ア
ド
は
、
又
ア
ド
を
「
大
分
限
者
じ
や
」
と
知
っ
て
い
た
。「
分ぶ
限げん
者しや
」

で
「
金
持
ち
」
を
さ
す
こ
と
は
中
世
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
近
世
で
も

そ
う
で
あ
っ
た
し
、
現
在
、
宮

注
10
）

崎
県
を
は
じ
め
方
言
と
し
て
日
常
生
活
で
生

き
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

シ
テ
の
「
其
分
限
な
に
付
て
」
は
、「
普
通
の
人
は
、
そ
こ
ま
で
し
な
い

が
、
そ
の
大
金
持
だ
か
ら
こ
そ
」
以
下
の
こ
と
を
頼
み
に
来
た
と
い
う
前﹅
ブ﹅

リ﹅
で
あ
る
。
こ
こ
で
シ
テ
は
、
又
ア
ド
の
こ
と
ば
を
直
接
話
法
で
伝
え
る

が
、
そ
の
際
、「
祈
祷
て
も
薬
て
も
能
い
の
ハ
あ
る
ま
い
か
」
の
よ
う
に
準

体
助
詞
「
の
」
を
使
っ
て
、
簡
略
に
し
て
い
る
。
準
体
助
詞
「
の
」
は
、
近

世
も
の
ち
に
な
る
ほ
ど
、
一
般
的
に
使
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

シ
テ
は
、
悪
だ
く
み
の
内
容
を
、
直
接
話
法
も
含
め
て
、「
〜
て
『
…
…
』

と
云
て
〜
に
依
て
〜
『
…
…
』
と
云
た
れ
バ
『
…
…
』
と
い
わ
る
ゝ
に
依
て

〜
が
、
〜
て
〜
と
思
う
が
何
と
有
る
ぞ
」
の
よ
う
に
、
長
ゼ
リ
フ
で
説
明
し

て
い
る
。
傍
線
「
礼
物
杯
も
定
メ
タ
」
と
い
う
の
は
、
⑨
に
お
い
て
、
金
額

の
と
り
定
め
を
し
た
こ
と
を
さ
す
。
波
線
⑴
は
、
獲
得
金
折
半
の
条
件
を
出

し
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
ア
ド
を
協
力
者
に
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
波
線
⑵
は
、
人
聞
き
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、「
一ひと
元もと
手で
」
で
地
道

な
仕
事
を
始
め
る
以
外
に
、
賭
け
事
を
す
る
意
味
合
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ア
）
是
ハ
一
段
の
事
を
云
て
来
た

シ
）
夫
に
付
和
こ
り
よ
陰
陽
師
と
成
て

呉
さ
し
ま
セ

ア
）
心
得
た

シ
）
⑴

亦
少
ハ
其
躰
か
な
く
ハ
成
舞
と
思
ふ
に

依
て
身
共
か
其
躰
を
す
る
程
に
わ
こ
り
よ
ハ
能
様
に
い
わ
し
ま
セ

ア
）
其

段
ハ
気
遣
さ
し
ま
す
な

⑵

能
よ
う
に
云
う
が
此
躰
で
ハ
成
る
舞

仕
度

を
し
や
う

シ
）
よ
か
ろ
う

身
共
は
あ
れ
へ
い
て
其
通
云
う
程
に
わ
こ

り
よ
仕
度
次
第
に
暮
合
に
あ
れ
へ
お
り
や
れ

ア
）
心
得
た
（
４
オ
）

又
ア
ド
か
ら
大
金
を
ま
き
あ
げ
て
山
分
け
に
し
よ
う
と
も
ち
か
け
ら
れ
た

ア
ド
は
、「
是
ハ
一
段
の
事
を
云
て
来
た
」
と
喜
ぶ
。
そ
の
返
答
を
ま
っ
て

ま
し
た
と
ば
か
り
、
シ
テ
は
段
ど
り
の
打
ち
合
わ
せ
に
入
る
。
そ
れ
が
傍
線

部
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
陰
陽
師
」（
お
ん
み
ょ
う
じ
）
と
い
う
、
耳
な
れ

た
語
が
出
る
。
⑦

の
シ
テ
の
こ
と
ば
に
あ
っ
た
「
陰
陽
者
」
は
、「
お
ん

み
ょ
う
じ
ゃ
」「
お
ん
み
ょ
う

も
の
」
と
読
ん
で
も
他
に
例
の
な
い
語
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

シ
テ
と
ア
ド
は
き
わ
め
て
親
し
い
間
柄
で
あ
る
の
で
、「
心
得
た
」「
仕
度

を
し
や
う
」（
ア
ド
）、「
よ
か
ろ
う
」（
シ
テ
）
な
ど
、
丁
寧
語
を
用
い
な
い

会
話
を
か
わ
し
て
い
る
が
、
物
を
頼
む
場
合
に
な
る
と
、「
呉
さ
し
ま
セ
」

「
い
わ
し
ま
セ
」（
シ
テ
）、「
気
遣
さ
し
ま
す
な
」（
ア
ド
）
の
よ
う
に
、「
し

ま
す
」「
さ
し
ま
す
」
と
い
う
軽
い
敬
意
を
表
わ
す
語
を
使
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
室
町
時
代
語
を
反
映
す
る
虎
明
本
に
あ
る
よ
う
な
「
さ
し
め
」「
し

め
」
で
は
な
い
こ
と
、
幕
末
期
の
大
蔵
流
台
本
で
あ
る
「
成
城
本

武
悪

」

で
も
「
さ
し
ま
す
」
は
一
例
に
抑
え
、「
さ
し
め
」
八
例
、「
し
も
」
七
例
で
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あ
る
こ
と
と
は
、
異
な
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

親
し
く
、
か
つ
、
同
等
の
間
柄
で
、
自
称
が
「
身
共
」（
み
ど
も
）、
対
称

が
「
わ
ご
り
ょ
」（
和
御
料
）
で
あ
る
こ
と
が
、

の
場
合
同
様
、
よ
く
わ

か
る
会
話
群
で
あ
る
。
シ
テ
は
、
又
ア
ド
に
対
す
る
時
は
、
⑦
の
よ
う
に

「
私
」
と
い
う
自
称
詞
を
用
い
、
他
称
詞
に
は
「
こ
な
た
」
を
用
い
、
幾
分

か
し
こ
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。

の
波
線
⑴
の
セ
リ
フ
は
、
少
々
意
味
が
と
り
に
く
い
。「
亦
」（
ま
た
）

は
、
先
の
傍
線
部
に
添
加
し
て
、
つ
け
加
え
る
接
続
詞
で
あ
る
。「
陰
陽
師

の
祈
り
に
よ
っ
て
折しやく
伏ふく
さ
れ
て
怨
霊
が
逃
げ
出
す
」
こ
と
を
、「
其
躰
」

（
そ
の
て
い
）
と
さ
し
て
い
る
。「
身
共
か
其
躰
を
す
る
」
と
い
う
の
は
、
シ

テ
が
怨
霊
を
演
ず
る
と
い
う
こ
と
で
、「
わ
こ
り
よ
ハ
能
様
に
い
わ
し
ま
セ
」

と
は
、
陰
陽
師
役
の
ア
ド
が
、
そ
の
間
適
当
に
こ
と
ば
を
合
わ
せ
ろ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

波
線
⑵
は
、
ア
ド
が
、
陰
陽
師
の
扮
装
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
装

束
付
け
に
つ
い
て
は
、
本
曲
末
に
、

掛
素
袍

折
烏
帽
子

ヘ
イ
カ
タ
ゲ
出
ル

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。

打
ち
合
わ
せ
の
最
後
に
、
シ
テ
は
、「
暮
合
に
あ
れ
へ
お
り
や
れ
」
と
言

う
。「
暮
合
」
は
、
夕
暮
れ
時
、
夕
方
で
あ
る
。

シ

の
ふ
〳
〵
嬉
し
や

ま
ん
ま
と
仕
済
た

急
て
参
リ
此
由
を
申
う

△

リ
舛
ル
か

又

誰
し
や

イ
ヤ
わ
こ
り
よ
か

シ

中
〳
〵
私
で
△
ル

御

祈
祷
を
ま
ん
ま
と
た
の
ミ
ま
し
て
△
ル

後
程
御
出
被
成
う
と
被
申
ま
す

る

又

夫
ハ
忝
う
こ
そ
△
レ

シ

イ
ヤ
あ
な
た
の
御
祈
祷
て
ハ
い
か
や
う

の
氣
色
も
其
侭
よ
ふ
な
り
ま
す
る

又

夫
ハ
嬉
し
う
△
ル
ト
云
テ

咄
ノ
内
ニ
ク
ル

（
４

オ
）の

冒
頭
「
の
ふ
〳
〵
嬉
し
や

ま
ん
ま
と
仕
済
た

急
て
参
り
此
由
を

申
う
」
は
、
シ
テ
の
又
ア
ド
邸
へ
の
道
行
で
あ
る
。
傍
線
部
の
「
ま
ん
ま

と
」
は
現
代
感
覚
の
「
ま
ん
ま
と
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
く
、
冒
頭
の

「
ま
ん
ま
と

し
す
ま
い
）

仕
済

た
」
同
様
、
善
悪
に
か
か
わ
ら
ず
物
事
が
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
を
表
わ
す
副
詞
（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
で
あ
る
。

シ
テ
は
、
陰
陽
師
を
あ
が
め
る
べ
く
、「
御
出
被
成
う
」「
被
申
ま
す
る
」

の
ご
と
く
敬
語
を
使
い
、
波
線
部
の
よ
う
に
他
称
詞
と
し
て
「
あ
な
た
」
を

使
っ
て
陰
陽
師
を
高
め
て
い
る
。

に
お
け
る
、
シ
テ
と
ア
ド
と
の
会
話

で
、
又
ア
ド
が
「
あ
れ
へ
お
り
や
れ
」
の
ご
と
く
「
あ
れ
」
と
遇
さ
れ
て
い

た
の
と
は
、
大
ち
が
い
で
あ
る
。

ア

物
申
案
内
申

表
に
物
申
と
有

案
内
と
は
誰
そ

ア

物
申

シ

物
申
と

ハ
イ
ヤ
御
出
被
成
て
△
ル
か

ア

中
〳
〵
私
て
△
ル

其
通
を
言
ふ
て
被

下
い

シ

畏
て
△
ル

最
早
御
出
被
成
て
△
ル

又

斯
御
通
り
被
成
ま
セ

い
と
云
て
呉
い

シ

「
心
得
て
△
ル

斯
御
通
り
被
成
ま
セ
い

ア

夫
な

ら
ハ
通
り
ま
し
や
う
か

又

中
〳
〵
（
４
オ
〜
ウ
）

の
末
尾
の
ト
書
き
「
ト
云
テ
咄
ノ
内
ニ
ク
ル
」
は
、
直
前
の
又
ア
ド
の

演
技
注
で
は
な
く
、

の
冒
頭
の
ア
ド
の
演
技
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
傍

線
部
に
は
発
話
者
の
表
示
が
な
い
が
、
又
ア
ド
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。

は
、
陰
陽
師
に
扮
し
た
ア
ド
が
又
ア
ド
邸
を
尋
ね
て
来
て
、
シ
テ
を
仲

介
に
し
て
、
又
ア
ド
に
顔
を
合
わ
せ
る
場
面
で
あ
る
。
シ
テ
は
、
馴
れ
合
い

で
あ
る
こ
と
を
隠
す
べ
く
、
ア
ド
（
陰
陽
師
）
に
対
し
て
、「
畏
て
△
ル
」

「
御
出
被
成
て
△
ル
」「
斯
御
通
り
被
成
ま
セ
い
」
と
敬
語
や
か
し
こ
ま
り
に

余
念
が
な
い
。
又
ア
ド
よ
り
も
敬
っ
て
い
る
ポ
ー
ズ
は
、
陰
陽
師
（
ア
ド
）

― ―29



に
対
し
て
「
畏
て
△
ル
」
と
遇
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
邸
の
主
人
で
あ
る
又

ア
ド
に
「
心
得
て
△
ル
」
で
済
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
知
ら
れ
る
。

ア

不
案
内
ニ
△
ル

又

よ
ふ
こ
そ
御
出
被
成
て
△
ル

も
）

最
そ
つ
と
こ
う
お

通
被
成
ま
セ
い

ア

イ
ヤ
是
テ
能
△
ル

今
朝
ア
ノ
仁
か
わ
セ
ま
し
て
お

頼
ミ
で
△
ル
に
依
て
参
て
△
ル

又

夫
ハ
遠
路
忝
△
ル

宜
う
御
祈
祷
被

成
て
被
下
ま
セ
い
（
４
ウ
）

は
、
初
対
面
の
陰
陽
師
（
ア
ド
）
と
又
ア
ド
と
の
挨
拶
で
あ
る
。
二
人

の
会
話
は
、
敬
意
を
高
め
に
設
定
し
た
上
で
の
〞
対
等
〝
が
よ
そ
お
わ
れ
て

い
る
。
か
た
や
〞
頼
ら
れ
る
人
〝、
か
た
や
〞
分
限
者
〝
と
い
う
バ
ラ
ン
ス

で
あ
る
。

傍
線
部
の
「
よ
ふ
こ
そ
御
出
被
成
て
△
ル
」
は
、
さ
ら
に
く
だ
け
る
と
、

「
よ
う
こ
そ
わ
せ
た
れ
」（
虎
明
本
「
枕
物
狂
」）
と
な
る
が
、
現
代
語
の
よ

う
に
、「
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
あ
る
い
は
「
よ
う
こ
そ
」
一

語
に
な
る
の
は
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

波
線
部
「
夫
ハ
遠
路
忝
△
ル
」
は
、
台
本
上
に
は
そ
れ
と
出
て
い
な
か
っ

た
が
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
陰
陽
師
と
い
う
情
報
が
、
⑨
の
謝
礼
を
決
め
る

際
、
耳
元
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
遠
路
か
ら
な
ら
、

ま
さ
に
「
お
足あし
代だい
」
が
加
算
さ
れ
て
く
る
。

シ

今
朝
申
上
ま
し
た
通
り
で
△
リ
舛
ル

随
分
御
祈
願
被
成
て
御
氣
分
の

能
成
り
舛
る
や
う
に
頼
ミ
上
舛
る

ア

心
得
て
△
ル

シ

夫
な
ら
ハ
私
ハ

御
暇
申
上
舛
る

亦
後
程
参
り
舛
る

又

御
太
義
に
△
ル

後
程
△

レ

シ

畏
て
△
ル
（
４
ウ
）

は
、
仲
介
役
の
シ
テ
が
、
陰
陽
師
（
ア
ド
）
に
向
か
っ
て
、
又
ア
ド
へ

の
祈
祷
を
頼
み
、
後
ほ
ど
来
る
こ
と
を
又
ア
ド
へ
告
げ
て
、
こ
の
邸
を
去
る

場
面
で
あ
る
。
シ
テ
が
「
亦
後
程
参
り
舛
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
又
ア

ド
に
謝
金
を
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
⑨
の
耳
元
で
さ
さ
や
い
た
時
も
、
謝
金

は
一
括
し
て
自
分
が
も
ら
い
後
ほ
ど
陰
陽
師
へ
渡
す
と
言
っ
て
い
た
設
定
と

な
っ
て
い
る
。
台
本
の
文
字
を
追
っ
て
い
る
と
、
セ
リ
フ
と
し
て
書
き
こ
ま

れ
て
い
な
い
の
で
不
備
の
感
が
あ
る
が
、
現
実
に
舞
台
で
セ
リ
フ
が
流
れ
ゆ

く
時
は
、
観
客
は
意
外
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

に
お
い
て
、
シ
テ
は
、
ア
ド
が
に
せ
の
陰
陽
師
で
あ
る
こ
と
を
見
透
か

さ
れ
な
い
た
め
に
、
ア
ド
に
対
し
て
尊
敬
表
現
と
丁
寧
表
現
を
ふ
ん
だ
ん
に

用
い
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
程
度
に
、
又
ア
ド
に
も
、
尊
敬
・
謙
譲
・
丁
寧

表
現
を
用
い
、
両
者
の
プ
ラ
イ
ド
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
物
言
い
を
し
て
い

る
。
丁
寧
「
ま
す
」
に
関
し
て
、
一
貫
し
て
、
連
体
形
・
終
止
形
と
も
に

「
ま
す
る
」
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
終
止
形
・
連
体
形
「
ま
す
」
よ
り
も
古

風
な
文
体
を
意
図
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
シ
テ
の
〞
か
し
こ
ま

り
〝〞
あ
ら
た
ま
り
〝
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

傍
線
部
の
又
ア
ド
の
こ
と
ば
「
御
太
義
に
△
ル
」
は
、
現
代
語
な
ら
「
お

疲
れ
さ
ま
で
す
」
に
あ
た
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
。
こ
の
意
の
例
と
し
て
、

『
日
国
』
は
、
大
観
本
謡
曲
・
葵
上
の
「
唯
今
の
御
出
て
御
大
儀
に
て
候
」

の
次
に
、
虎
寛
本
狂
言
・
察
化
の
「
只
今
戻
り
ま
し
て
御
ざ
る

や
れ
や
れ

太
儀
や
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
大
観
本
よ
り
も
古
い
車
屋
本
謡
曲
「

注
11
）

葵
上
」

で
は
本
文
が
微
妙
に
相
異
し
、
確
証
と
し
が
た
い
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編
』（
三
省
堂
）
は
、
和
泉
流
の
狂
言
六
義
「
金
津
地
蔵
」
の

「
大
勢
出
て
、
御
大
儀
じ
や
、
お
下
り
め
で
た
い
と
云
て
」
を
載
せ
る
が
、

こ
の
例
の
方
が
古
い
と
み
な
せ
る
。

ア

こ
な
た
の
お
歳
ハ
幾
つ
て
△
ル
其
時
男
ノ

年
ヲ
云

又

何
十
歳
て
△
ル

ア

「
何
十
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歳
ハ
何
ノ
年
で
△
ル
ニ
依
て
ユ
ヒ
ヲ

ク
ル
マ
ネ

改
行
）

／
ヲ
ス

ル

是
ハ
人
ノ
恨
カ
△
ル

又

ハ

ア
夫
ハ
い
か
や
う
の
事
て
△
ル

ア

是
ハ
女
口
傳

ア
リ

又

イ
ヤ
私
ハ
今
迄
終
に

女
と
眼
と
目
を
見
合
い
た
事
も
△
ラ
ヌ
（
４
ウ
）

か
ら
は
、
陰
陽
師
（
ア
ド
）
と
男
（
又
ア
ド
）
と
の
会
話
と
な
る
。
最

初
の
ト
書
き
「
其
時
男
ノ
年
ヲ
云
」
は
、
舞
台
上
で
は
そ
の
時
の
演
者
の
実

年
齢
を
言
う
こ
と
を
さ
す
。
お
そ
ら
く
、
シ
テ
や
ア
ド
に
比
し
て
、
若
い
役

者
を
又
ア
ド
に
は
使
う
か
ら
、
二
十
歳
あ
る
い
は
三
十
歳
と
答
え
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
二
番
目
の
ト
書
き
「
ユ
ビ
ヲ
ク
ル
マ
ネ
ヲ
ス
ル

」
は
、
陰
陽
師
が
年

齢
に
よ
っ
て
占
い
を
す
る
様
子
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
出
し

た
結
論
が
、「
人
ノ
恨
カ
△
ル
」
で
あ
る
。
そ
の
恨
み
の
最
初
と
し
て
、「
女

の
恨
み
」
を
も
っ
て
き
た
。
本
文
「
是
ハ
女
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、「
口
傳
ア
リ

と
ト
書
き
し
た
の
み
で
詳
細
は
文
字
に
表
わ
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
、
大
蔵

流
番
外
曲
「
呪のろ
ひ
男をとこ」
に
な
る
と
、
中
心
的
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
展
開
す
べ

く
、法

そ
れ
な
ら
ば
。
先
づ
手
占
を
置
い
て
見
よ
う
。
た
ん
ち
や
う
け
ん

〳
〵
。
ふ
う
。
先
づ
手
占
を
見
る
に
。
そ
な
た
は
い
か
う
女
の
恨
み
が
あ

る
と
あ
る
。
男

は
あ
そ
れ
は
氣
の
毒
ぢ
や
。
私
は
さ
や
う
の
覚
え
も
御

座
り
ま
せ
ぬ
が
。
法

イ
ヤ
さ
う
お
し
や
つ
て
も
、
慥
に
さ
う
見
ゆ
る
。

イ
ヤ
そ
れ
に
就
い
て
思
ひ
出
し
た
。
そ
な
た
は
そ
れ
。
幼
な
馴
染
の
お
内

義
が
。
そ
れ
は
お
く
れ
た
で
は
な
い
か
。
男

さ
れ
ば
そ
の
女
共
は
。
こ

な
た
に
も
色
々
御
祈
祷
な
ど
頼
み
ま
し
た
れ
ど
も
。
叶
ひ
ま
せ
い
で
。
終

に
相
果
て
ま
し
た
。
法

ふ
う
。
そ
の
後
。
後
づ
れ
で
も
迎
へ
さ
し
ま
た

か
。
男

さ
れ
ば
そ
の
後
。
ま
だ
獨
り
住
居
も
な
り
ま
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
。

も
う
各
様
へ
も
沙
汰
も
致
し
ま
せ
ず
し
て
。
女
共
が
か
は
り
を
置
き
ま
し

て
御
座
り
ま
す
る
。
法

そ
れ
〳
〵
。
そ
の
や
う
な
事
で
。
先
の
お
内
義

の
恨
み
が
深
い
と
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
う
む
つ
か
し
い
。
一
算
見
ず
ば
な

る
ま
い
。
男

御
ろ
ん
じ
や
れ
て
下
さ
れ
ま
せ
。
法

心
得
た
。（
下
652

〜
653
頁
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

の
口
伝
の
実
演
も
、

ほ
ど
長
い
セ
リ
フ
で
は
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
先
妻
が
亡
く
な
り
後
妻
を
も
ら
っ
た
と
い
う
設
定

で
も
な
い
（
そ
れ
は
、

の
傍
線
部
で
判
明
す
る
）
の
で
、
二
十
歳
代
、
三

十
歳
代
の
若
い
役
者
が
又
ア
ド
の
場
合
、
女
に
つ
れ
な
く
し
た
と
か
、
女
と

の
約
束
を
破
っ
た
と
か
、
そ
の
程
度
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

口
伝
と
し
て
秘
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
が
、
舞
台
で
発
さ
れ
る
と
、
又
ア
ド

は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
答
え
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ
女
性
に
縁
の
な
い
生うぶ
な
独

身
者
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

ア

イ
ヤ
〳
〵
女
な
れ
ハ
能
△
ル
か
是
ハ
男
の
恨
ミ
と
見
へ
て
△
ル

又

ハ

ア

ア
⑴

こ
な
た
の
お
生
れ
ハ
御
富
貴
て
何
事
も
御
不
自
由
に
ハ
無
お
生

れ
付
て
△
ル

⑵

其
御
富
貴
に
付
て
ハ
ま
つ
し
き
者
か
今
恨
や
う
な
事
に

付
て
御
無
心
杯
を
申
を
其
儘
に
被
成
て
置
セ
ら
れ
る
ゝ
報
い
か
少
ツ
ヽ
積

り
〳
〵
致
い
た
と
見
へ
ま
し
て
△
ル

又

イ
ヤ
私
は
随
分
慈
悲
善
根
も
致

て
△
ル
（
４
ウ
〜
５
オ
）

の
傍
線
部
を
聞
い
た
陰
陽
師
は
、
軌
道
修
正
を
計
る
。

そ
れ
が
、

の
冒
頭
の
セ
リ
フ
で
あ
る
。
女
で
な
け
れ
ば
男
、
そ
れ
も
不

特
定
多
数
の
男
を
想
定
し
た
セ
リ
フ
を
陰
陽
師
は
吐
く
。
傍
線
⑴
⑵
が
そ
れ

で
あ
る
が
、
⑴
は
、
シ
テ
か
ら
得
た
情
報
で
あ
り
、
ア
ド
自
身
世
間
の
噂
か

ら
得
て
い
た
情
報
で
あ
る
。
⑵
の
「
其
御
富
貴
に
付
て
ハ
」
は
、「
そ
の
お

金
持
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
ま
し
て
」
の
意
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
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「
あ
な
た
が
お
金
持
ち
で
あ
る
か
ら
こ
そ
」（
お
金
持
ち
が
わ
ざ
わ
い
し
て
）

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
持
つ
。
同
じ
セ
リ
フ
内
の
「
恨
や
う
な
事
に
付
て
」
は
、

「
恨
む
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
た
と
え
ば
」
の
意
で
つ
づ
く
。「
御

無
心
杯
を
申
を
其
儘
に
被
成
て
置
セ
ら
る
ゝ
」
と
い
う
表
現
に
、
観
客
の
中

に
は
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
人
も
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
シ
テ
や
こ
の
ア
ド
が

「
無
心
を
言
う
」
や
か
ら
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
に
せ
陰
陽
師
の
う
ま
い
と

こ
ろ
は
、「
報
い
か
少
ツ
ヽ
積
り
〳
〵
致
い
た
」
の
ご
と
く
、
相
手
が
否
定

し
て
も
、
次
の
話
が
つ
づ
く
よ
う
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

又
ア
ド
は
、
波
線
部
「
イ
ヤ
私
は
随
分
慈
悲
善
根
も
致
て
△
ル
」
と
、
陰

陽
師
の
推
測
（
占
）
を
否
定
す
る
。

ア

尤
夫
ハ
さ
ふ
て
△
ろ
う
か
夫
共
に
何
そ
に
付
て
少
々
ツ
ヽ
の
恨
か
積
り

〳
〵
た
も
の
て
△
ろ
う

打
捨
参
セ
ら
る
れ
ハ
大

て
△
ル

又

「
随
分

御
祈
祷
被
成
て
被
下
い

ア

夫
ハ
祈
祷
し
て
遣
セ
舛
る
か
乍
去
祈
祷
の
内

に
自
然
と
験
シ

杯
か
△
ル
か
或
ハ
目
に
さ
ま
〳
〵
の
も
の
か
見
ゆ
る
事
も

△
ろ
う
か
必
お
じ
さ
つ
し
や
る
な

又

心
得
ま
し
た
（
５
オ
）

陰
陽
師
も
、
こ
の
あ
た
り
で
奥
の
手
を
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

「
尤
夫
は
さ
ふ
て
△
ろ
う
か
」
と
、
又
ア
ド
の
言
い
分
を
認
め
つ
つ
、「
夫
共

に
何
そ
に
付
て
少
々
ツ
ヽ
の
恨
か
積
り
〳
〵
た
も
の
て
△
ろ
う
」
と
、

「
恨うらみ」
一
般
に
結
着
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
祈
祷
と
な
る
。

そ
の
後
、
傍
線
部
の
セ
リ
フ
が
肝
要
と
な
る
。
又
ア
ド
に
恨
み
を
も
つ
怨

霊
が
登
場
す
る
場
面
を
つ
く
る
た
め
で
あ
る
。「
自
然
と
」
は
、
副
詞
「
も

し
」
の
意
。「
験しる
シ

」
と
は
、
怨
霊
の
姿
で
あ
り
、「
或
ハ
」
以
下
の
「
目
に

さ
ま
〳
〵
の
も
の
か
見
ゆ
る
」
と
い
う
の
も
、
結
局
は
、
怨
霊
の
ふ
る
ま
い

を
さ
す
。「
お
じ
さ
つ
し
や
る
な
」
は
、
完
全
に
目
を
ふ
さ
い
で
い
る
と
怨

霊
登
場
の
効
果
が
な
い
の
で
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
実
は
、
又
ア
ド
に
凝
視

さ
れ
る
と
困
る
わ
け
で
あ
る
。

ア
⑴

ま
つ
是
を
こ
ふ
き
さ
セ
ら
れ
い
ト
云
テ
脇
座
ニ
有

ノ
シ
メ
ニ
テ
モ
何
ニ
テ
モ

カ
ケ
ル

さ
ら
ハ
祈
祷
を

始
め
ま
し
や
ふ

○夫
○天
○地
○開
○ケ
○地
○堅
○マ
○リ
○シ
○ヨ
○リ
○此
○方
○伊
○弉
○諾
○伊
○弉
○冊
○尊

○天
○之
○岩
○倉
○之
○苔
○筵
○之
○上
○ニ
○シ
○テ
○男
○女
○夫
○婦
○之
○カ
○タ
○ラ
○ヒ
○ヲ
○ナ
○シ
○日
○神
○月
○神

○蛭
○子
○素
○戔
○烏
○ヲ
○モ
○ウ
○ケ
○タ
○マ
○ヒ
○今
○人
○跡
○ニ
○傳
○ル

○是
○人
○者
○天
○地
○之
○霊
○也

○夫
○何
○ソ
○亡
○霊
○鬼
○神
○妨
○ヲ
○ナ
○シ
○非
○業
○命
○ヒ
○ヲ
○取
○ラ
○ン
○ト
○ヤ

○大
○小
○之
○神
○祇
○諸

○佛
○菩
○薩
○明
○王
○部
○天
○童
○部
○九
○曜
○七
○曜
○二
○十
○八
○宿
○ヲ
○驚
○奉
○肝
○膽
○ヲ
○砕
○祷
○リ
○ケ
○リ

謹
上
サ
ン
ゴ

再
拝
〳
〵
〳
〵
シ
テ
装
束
ヲ
シ
テ
幕
ヲ
揚

拍
子
ヲ
フ
ン
テ
出
ル
ナ
リ

シ
テ

イ
デ
喰
ホ
ウ
〳
〵

ア

何
ご
ろ
ふ
じ
ら
れ
て
△
ル
か
男
小
袖
ノ
内
ヨ
リ

ス
コ
シ
ノ
ソ
キ

又

是
ハ
ヲ
ソ
ロ
シ
ヒ
事
で
△

ル

ア

サ
イ
ハ
イ
〳
〵

シ

イ
デ
喰
ホ
ウ
〳
〵

⑵

是
ヨ
リ
鉄
輪
ノ
謡
ノ
キ

リ
ヲ
ウ
タ
ウ

口
傳
ア
リ

イ・
デ・
・〳
・〵

命・
ヲ・
命・
ヲ・
ト・
ラ・
ン・
・
・
・

姿・
ハ・
目・

に・
見・
へ・
ぬ・
鬼・
と・
ぞ・
な・
り・
に・
け・
り・

ア

サ
ヒ
ハ
イ
〳
〵
〳
〵
最
早
能
△
ル
ト
云
テ
ア
ト
ハ
小
袖
ヲ
ト
リ
テ
ヤ
リ

大
臣
柱
ノ
方
ヘ
ノ
キ
テ

（
５
オ
）

は
、
い
よ
い
よ
陰
陽
師
の
祈
祷
場
面
で
あ
り
、
シ
テ
の
化
け
た
怨
霊
が

出
て
く
る
場
面
で
も
あ
る
。
こ
の
狂
言
の
序
・
破
・
急
の
、〞
破
の
破
〝
で

あ
る
。

傍
線
⑴
、
ア
ド
が
「
ま
つ
是
を
こ
ふ
き
さ
セ
ら
れ
い
」
と
言
っ
て
、
熨の
斗し

目め
（
男
物
の
小
袖
）
を
被かずか
せ
る
の
は
、
又
ア
ド
に
多
少
の
目
隠
し
を
用
意

し
、
し
っ
か
り
状
況
を
見
さ
せ
な
い
工
夫
で
も
あ
り
、
一
方
、
陰
陽
師
が
霊

と
人
間
を
へ
だ
て
る
結
界
と
し
て
用
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
霊
が
と
り
つ
い

て
も
、
衣
だ
け
を
霊
に
取
ら
せ
、
中
味
の
人
間
は
陰
陽
師
が
助
け
る
こ
と
も

出
来
る
。

ア
ド
扮
す
る
陰
陽
師
の
呪
文
と
し
て
、
ま
ず
、
○

点
部
が
出
る
。
こ
れ
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は
、
能
「
鉄
輪
」
に
出
る
、

夫そ
れ
天てん
開
け
地
固かたまつ
し
よ
り
こ
の
か
た
。
伊い
弉ざ
諾なぎ
伊い
ざ

冊なみの
尊みこと。
天あま
の
磐いは

座くら
＊に

し
て
。

△み
△と
△の
△ま
△く
△ば
△ひ
△あ
△り
△し
△よ
△り

。
男なん
女によ
夫
婦
の
か
た
ら
ひ
を

な

＊
＊

し
。

△陰いん
△陽やう
△の
△道

。
△永
△く

傳
は
る
。
そ
れ
に
な
ん
ぞ
魍まう
魎りやう
鬼き
神じん
妨
さまたげを

な

し
。
非ひ
業ごふ
の
命めい
を
取
ら
ん
と
や
。
地

「
大だい
小せふ
の
神じん
祇ぎ
。
諸しよ
佛ぶつ
菩ぼ
薩さつ
。
明みやう
王わう

部ぶ
天てん
童どう
部ぶ
。
九く
曜えう
七しち
星しやう二に
十じふ
八はつ
宿しゆくを
驚
か
し

＊
＊
＊

奉
り
祈

注
12
）

れ
ば
（『
謡
曲
二
百

五
十
番
集
』
359
〜
360
頁

「
鉄
輪
」）

を
、
ほ
と
ん
ど
下
敷
き
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

の
○

点

部
で
は
、

の
＊
部
分
に
「
之
苔
筵
之
上
」
を
入
れ
、「
み
と
の
ま
く
ば
ひ

あ
り
し
」（
△
印
）
を
抜
き
、
＊
＊
に
「
日
神
月
神
蛭
子
素
盞
烏
ヲ
モ
ウ
ケ

タ
マ
ヒ
今
人
跡
ニ
傳
ル

是
人
者
天
地
之
霊
也
」
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
補

入
の
た
め
、
謡
に
あ
っ
た
「
陰
陽
の
道
。
永
く
」（
△
部
）
が
抜
け
た
。
元

の
謡
に
「
魍
魎
鬼
神
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
○

点
部
で
は
「
亡
霊
鬼
神
」
と

し
て
い
る
。「
亡
霊
」
は
「
ボ
ウ
レ
イ
」
だ
が
、「
ボ
ウ
リ
ョ
ウ
」
と
発
音
さ

せ
た
か
、
あ
る
い
は
、「
亡
」
に
は
「
モ
ウ
」
の
音
も
あ
る
の
で
、「
モ
ウ

リ
ョ
ウ
」
と
発
音
し
て
、「
鉄
輪
」
の
「
マ
ウ
リ
ヤ
ウ
」
と
重
ね
あ
わ
せ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
＊
＊
＊
に
「
肝
膽
ヲ
砕
」
を
入
れ
こ
み
、
そ
の
あ
と

「
祷
リ
ケ
リ
」
と
謡
風
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
が
、
能
「
鉄
輪
」
で
は
、

の
前
に
来
る
ワ
キ
（
阿
部
晴
明
）
の
詞
章
「
…
…
お
の
〳
〵
供ぐ
物もつ
を
調
へ

て
。
肝かん
膽たん
を
砕
き

祈
り
け
り
。
謹きん
上じやう
再さい
拝はい
」
で
あ
る
も
の
を
、
順
不
同
に

し
て
生
か
し
て
き
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、

の
○

点
部
の
呪
文
の
う
ち
、「
伊
弉
諾
」
か
ら
「
モ
ウ
ケ
タ
マ

ヒ
」
ま
で
は
、
保
教
本
「
夷
毘
沙
門
」（
一
257
〜
258
頁
）、
宝
暦
名
女
川
本

「
恵
比
須
大
黒
」（
六
254
〜
255
頁
）、
安
政
賢
通
本
「
恵
比
須
毘
沙
門
」（
上
75

頁
）
に
お
け
る
西
宮
ゑ
び
す
三
郎
の
口
上
に
見
え
る
も
の
と
同
一
で
あ
り
、

か
つ
、
異
流
の
大
蔵
流
虎
明
本
狂
言
「
ゑ
び
す
大
黒
」（
一
９
〜
10
頁
）「
ゑ

び
す
毘
沙
門
」（
二
14
頁
）
と
も
同
一
で
あ
る
の
で
、
狂
言
方
の
詞
章
と
し

て
広
く
流
布
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
山
口
鷺
流
』
所

収
の
「
恵
比
須
毘
沙
門
」（
二
333
頁
）、『
佐
渡
鷺
流
』
所
収
の
「
恵
比
寿
毘

沙
門
」（
４
頁
）「
恵
比
須
大
黒
」（
209
頁
）
も
同
じ
詞
章
を
伝
え
る
。

の
○

点
部
「
是
人
者
天
地
之
霊
也
」
は
、
こ
れ
ら
伝
承
の
台
本
に
は
な

く
、
成
城
本
の
独
自
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
文
言
と
し
て
、
吉
田
兼
好
『
徒

然
草
』
第
二
百
十
一
段
の
「
人
は
天
地
の
霊
な
り
」（
岩
波
日
本
古
典
文
学

大
系

260
頁
）
が
、
ま
ず
、
思
い
浮
か
ぶ
が
、
吉
田
兼
倶
や
清
原
宣
賢
、
吉

田
兼
石
な
ど
の
吉
田

注
13
）

神
道
、
あ
る
い
は
、
そ
の
系
統
を
受
け
た
近
世
の
神
道

論
に
は
、
出
る
文
言
で
あ
る
。
近
世
の
陰
陽
師
や
占
い
師
が
呪
文
の
一
部
に

と
り
入
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
成
城
本
は
そ
れ
ら
の
反
映
で
あ
ろ
う

か
。

の
波
線
部
「
イ
デ
喰
ホ
ウ
」
は
、
シ
テ
の
扮
す
る
怨
霊
の
お
ど
し
文
句

で
あ
る
が
、
鬼
が
登
場
す
る
際
の
決
ま
り
文
句
を
口
に
す
る
と
こ
ろ
が
、
ま

さ
に
〞
狂
言
〝
で
あ
る
。

途
中
で
、
陰
陽
師
（
ア
ド
）
は
、「
何
ご
ろ
ふ
じ
ら
れ
て
△
ル
か
」
と
、

又
ア
ド
に
確
認
し
、「
是
ハ
ヲ
ソ
ロ
シ
ヒ
事
で
△
ル
」
と
い
う
返
答
を
受
け

た
後
、
再
び
祈
祷
を
す
る
。
そ
の
際
は
、
傍
線
部
⑵
の
ご
と
く
、
能
「
鉄

輪
」
の
キ
リ
を
謡
う
こ
と
に
な
る
。「
口
傳
ア
リ
」
と
記
す
の
で
、
こ
の
台

本
か
ら
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

●

点
部
は
、
そ
の
「
鉄
輪
ノ
謡
ノ
キ
リ
」
で
あ
る
が
、
実
際
の
、
キ
リ

は
、
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シ
テ

「
い
で
〳
〵
命
を
取
ら
ん
。
地

「
い
で
〳
〵
命
を
取
ら
ん
と
。
し
も
と

を
振
り
上
げ
う
は
な
り
の
。
髪
を
手
に
か
ら
ま
い
て
。
打
つ
や
う
つ
の
山

の
。
夢ゆめ
現うつゝ
と
も
。
分
か
ら
ざ
る
う
き
世
に
。
因
果
は
め
ぐ
り
あ
ひ
た
り
。

今
さ
ら
さ
こ
そ
く
や
し
か
る
ら
め
。
さ
て
懲こ
り
や
思
ひ
知
れ
。
シ
テ

「
こ

と
さ
ら
恨
め
し
き
。
地

「
こ
と
さ
ら
恨
め
し
き
。
あ
だ
し
男
を
取
つ
て
行

か
ん
と
。
臥
し
た
る
枕
に
立
ち
寄
り
見
れ
ば
。
恐
ろ
し
や
御み
幣てぐらに
。
三さん
十じふ

番ばん
神じん
ま
し
〳
〵
て
。
魍まう
魎りやう
鬼き
神じん
は
穢けが
ら
は
し
や
。
出
で
よ
〳
〵
と
責
め

給
ふ
ぞ
や
。
腹はら
立だち
や
思
ふ
夫つま
を
ば
。
取
ら
で
あ
ま
さ
へ
神かみ〴

〵々
の
。
責せめ
を

蒙かうむる
悪
鬼
の
神じん
通つう
通
力
自
在
の
勢
いきほひ

絶
え
て
。
力
も
た
よ
〳
〵
と
。
足あし
弱よわ

車ぐるまの
廻めぐ
り
逢
う
ふ
べ
き
時
節
を
待
つ
べ
し
や
。
ま
づ
こ
の
度
は
帰
る
べ
し

と
。
い
ふ
聲
ば
か
り
は
さ
だ
か
に
聞
え
て
い
ふ
聲
ば
か
り
聞
え
て
姿
は
目

に
見
え
ぬ
鬼
と
ぞ
な
り
に
け
る
目
に
見
え
ぬ
鬼
と
な
り
に
け
り
（『
謡
曲

二
百
五
十
番
集
』
360
頁

「
鉄
輪
」）

で
注
14
）

あ
る
。
成
城
本
は
途
中
を
略
し
て
い
る
の
で
、

と
の
詳
細
な
対
校
は
で

き
な
い
が
、
そ
の
日
与
え
ら
れ
た
狂
言
時
間
内
に
、
多
少
の
省
略
を
臨
機
応

変
に
ま
じ
え
つ
つ
、
ほ
ぼ
こ
の
通
り
を
謡
う
の
で
あ
ろ
う
。

末
尾
に
お
い
て
、
陰
陽
師
（
ア
ド
）
は
、「
再
拝
」
を
三
回
く
り
か
え

し
て
祈
り
を
し
め
く
く
り
、「
最
早

よ
う
）

能

△
ル
」
と
、
怨
霊
退
散
を
告
げ
る
。

そ
し
て
、
ト
書
き
の
よ
う
に
、
又
ア
ド
が
か
ぶ
っ
て
い
た
小
袖
を
と
っ
て
や

る
の
で
あ
る
。

何
ト
ゴ
ロ
ウ
ジ
ラ
レ
テ
△
ル
カ

又

サ
テ
〳
〵
す
さ
ま
し
ひ
事
て
△
つ

た

ア

何
と
御
氣
分
ハ
能
△
ろ
う
カ

又

思
ひ
な
し
か
能
ウ
△
ル

扨

〳
〵
御
影
て
忝
ウ
△
リ
マ
す
る

ア

サ
ラ
ハ
御
暇
申
ま
す
る

又

御
帰
な

さ
れ
ま
す
る
か

ア

中
〳
〵

又

能
△
り
ま
し
た

口
傳

（
５
オ
〜
ウ
）

は
、
怨
霊
退
散
後
の
陰
陽
師
（
ア
ド
）
と
男
（
又
ア
ド
）
と
の
会
話
で

あ
る
。
気
分
が
良
く
な
っ
た
か
と
聞
い
た
陰
陽
師
に
対
し
て
、
又
ア
ド
は
、

「
思
ひ
な
し
か
能
ウ
△
ル
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
セ
リ
フ
中
の
「
思
ひ
な

し
か
」（
傍
線
部
）
に
つ
い
て
、『
日
国
』
は
、

談
義
本
・
銭
湯
新
話
（
一
七
五
四
年
）
三
・
麻
疹
軒
人
相
を
見
違
た
る
談

「
思
ひ
な
し
か
調
子
も
乙
に
成
ま
し
て
、
日
比
の
高
咄
も
な
り
ま
せ
ぬ
が
」

を
初
出
と
す
る
。

は
一
七
〇
〇
年
代
後
半
の
事
例
で
あ
る
が
、
の
ち
、

『
浮
雲
』（
二
葉
亭
四
迷
、
一
八
八
七
年
〜
八
九
年
）・『
た
け
く
ら
べ
』（
樋

口
一
葉
、
一
八
九
五
〜
九
六
年
）・『
星
座
』（
有
島
武
郎
・
一
九
二
二
年
）

と
、
用
例
は
つ
づ
く
。

成
城
本
は
幕
末
期
の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
語
彙
の
上
に
当
代
性
が

ぽ
ろ
り
と
現
わ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

又
ア
ド
が
あ
ら
た
め
て
陰
陽
師
に
礼
を
言
う
と
、
ア
ド
扮
す
る
陰
陽
師

は
、「
サ
ラ
ハ
御
暇
申
ま
す
る
」
と
、
こ
の
屋
敷
を
去
る
。
又
ア
ド
が
「
能

△
り
ま
し
た
」（
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
）
と
送
り
出
す
こ
と
ば
の
下

に
「
口
傳
」
と
あ
る
の
は
、
又
ア
ド
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、

に
再
び

登
場
す
る
シ
テ
と
、
ア
ド
が
舞
台
上
で
す
れ
ち
が
う
際
の
、
演
出
上
の
口
伝

で
あ
る
。「
う
ま
く
や
っ
た
か
」「
う
ん
、
う
ま
く
や
っ
た
」「
あ
と
で
礼
金

を
」「
わ
か
っ
た
」
と
い
う
、
こ
と
ば
を
伴
わ
な
い
目
く
ば
せ
な
ど
の
し
ぐ

さ
を
観
客
の
眼
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
演
者
の
技
量
が
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

シ

御
見
舞
申
ま
す
る

何
と
御
祈
祷
の
お
影
で
す﹆
き﹆
と﹆
能
△
り
ま
し
や

う

又

御
影
で
ズ﹆
ン﹆
ト﹆
能
お
り
や
る

シ

夫
ハ
一
段
の
事
て
△
り
ま
す
る

今
朝
申
ま
し
た
礼
金
を
遣
ハ
さ
れ
ま
セ
い

又

心
得
た

能
様
に
云
て
呉
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さ
し
ま
セ

シ

畏
て
△
ル

サ
ラ
ハ
御
暇
申
ま
す
る

又

お
り
や
る
か

シ

中
〳
〵

又

サ
ラ
ハ
〳
〵
（
５
ウ
）

は
、
陰
陽
師
の
加
持
祈
祷
で
快
方
に
向
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
確
信

す
る
シ
テ
が
、
再
び
訪
ね
て
来
て
、
又
ア
ド
と
会
話
を
す
る
場
面
で
あ
る
。

﹆
点
を
つ
け
た
「
す
き
と
」「
ズ
ン
ト
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
対
照
が

効
果
的
で
あ
る
。
シ
テ
は
、「
今
朝
申
ま
し
た
礼
金
を
遣
ハ
さ
れ
ま
セ
い
」

と
言
っ
て
、
礼
金
を
受
け
と
っ
て
去
っ
て
行
く
。
又
ア
ド
が
「
能
様
に
云
て

呉
さ
し
ま
セ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
陰
陽
師
へ
の
謝
礼
が
シ
テ
を
通
し
て

渡
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

此
内
ア
ト
ハ
太
鼓
座
ニ
待
テ
居
テ
シ
テ
ヲ
見
付
テ

ア

ノ
ウ
〳
〵
今
の
を
半
分
お
こ
さ
し
ま

セ

シ

宿
ゑ
帰
り
て
や
ろ
う

ア

宿
へ
と
云

か
有
物
か

直
ニ
爰
テ
配

分
シ
テ
お
こ
さ
し
ま
セ

シ

何
と
此
途
中
で
成
る
物
か

ア

是
非
）

悲

ト
ラ

ネ
ハ
置
ヌ
（
５
ウ
）

こ
れ
は
、
こ
の
狂
言
「
呪
咀
男
」
の
〞
急
の
急
〝
で
あ
り
、
こ
の
狂
言
の

〞
落
ち
〝
で
あ
る
。

に
お
い
て
、
せ
し
め
た
礼
金
は
、「
半
分
ツ
ヽ
わ
け

て
」（

の
波
線
⑴
参
照
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
ア
ド
は
待
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
こ
う
い
う
連
中
は
仲
間
同
士
信
じ
が
た
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
も
ら
っ
て
来
た
直
後
に
折
半
し
た
方
が
、〞
ネ
コ
バ

バ
〝〞
ピ
ン
ハ
ネ
〝
等
の
危
険
性
が
な
い
。「
宿
ゑ
帰
り
て
や
ろ
う
」
と
い
う

シ
テ
と
、「
直
ニ
爰
テ
配
分
シ
テ
お
こ
さ
し
ま
セ
」
と
い
う
ア
ド
と
の
取
り

合
い
が
始
ま
っ
た
。

又

是
ハ
殊
の
外
表
か
サ
ワ
カ
シ
イ
と
云
テ

出
ル

扨
ハ
最
前
鬼
に
成
た
ハ
そ
ち
か

ま
い
す
め

憎
い
奴
の

ヤ
ル
マ
ヒ
ソ
〳
〵
〳
〵
（
５
ウ
）

家
の
外
で
の
喧
嘩
さ
わ
ぎ
に
、「
表
か
サ
ワ
カ
シ
イ
」
と
で
て
き
た
又
ア

ド
に
、
こ
の
現
場
を
目
撃
さ
れ
て
、「
扨
ハ
最
前
鬼
に
成
た
ハ
そ
ち
か
」
と

見
破
ら
れ
、「
ま
い
す
め

憎
い
奴
の

ヤ
ル
マ
ヒ
ソ
〳
〵
〳
〵
」
と
追
い

込
み
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

替
謡

イ
）

イ
デ
〳
〵
命
ヲ
ト
ラ
ン
ト
〳
〵
シ
モ
ト
フ
リ
揚
病﹅
者﹅
ノ﹅
脇﹅
ニ﹅
ハ﹅
シ﹅
リ﹅
行﹅
ケ﹅

ハ﹅
ヲ
ソ
ロ
シ
ヤ
三
十
番
神
マ
シ
〳
〵
テ
亡
霊
鬼
神
ハ

腹
立
や
思
フ

人
を
ハ
と
ら
て
あ
ま
さ
へ
（
５
ウ
）

又
云

ロ
）

イ
テ
〳
〵
命

シ
モ
ト
振
上
ケ
立
寄
ミ
レ
ハ
不
動
明
王
利
劔
ヲ
引
投

出
ヨ
〳
〵
ト
責
玉
フ
ゾ
ヤ
〳
〵

○
先
此
度
ハ
帰
る
へ
し
〳
〵
ト

虚
）

虎
空
ニ
上
り
て
失
に
け
り
（
６
オ
）

は
、
シ
テ
扮
す
る
怨
霊
の
出
る
時
の
、
謡
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
替かえ
謡うたい）

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）
の
「
イ
デ
〳
〵
…
…
あ
ま
さ
へ
」
に
お
け
る
﹅
点
部
は
、「
鉄
輪
ノ

謡
ノ
キ
リ
」（
用
例

参
照
）
が
、「
う
は
な
り
の
。
髪
を
手
に
か
ら
ま
い

て
。
…
…
あ
だ
し
男
を
取
つ
て
行
か
ん
と
。
臥
し
た
る
枕
に
立
ち
寄
り
見
れ

ば
」
の
よ
う
に
、
う
わ
な
り
打
ち
（
前
妻
が
後
妻
に
鬱
憤
を
は
ら
す
行
為
）

に
限
定
さ
れ
る
の
を
き
ら
い
、
狂
言
「
呪
咀
男
」
の
設
定
に
添
っ
て
「
病
者

ノ
脇
ニ
ハ
シ
リ
行
ケ
ハ
」
と
変
え
た
も
の
で
あ
る
。「
と
ら
て
あ
ま
さ
へ
」

で
切
れ
、
以
下
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
以
降
は
、

と
同
じ
だ
か

ら
で
あ
る
。

「
又
云
」
以
後
の
（
ロ
）
は
、
物
語
の
設
定
を
そ
れ
と
言
い
立
て
ず
、

よ
り
広
く
通
用
す
る
謡
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
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イ
テ
〳
〵
命
を
取
ら
ん
。
い
で
〳
〵
命
を
取
ら
ん
と
。
シ
モ
ト
振
上
ケ
▲

立
寄
ミ
レ
ハ
不
動
明
王
利
劔
ヲ
引
投
出
ヨ
〳
〵
ト
責
玉
フ
ゾ
ヤ
〳
〵
▲

先

此
度
ハ
帰
る
へ
し
〳
〵
ト
▲

虎
空
ニ
上
り
て
失
に
け
り

と
な
っ
て
お
り
、
▲
印
の
所
で
、

を
大
幅
に
カ
ッ
ト
し
て
お
り
、
そ
れ
だ

け
上
演
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

だ
と
、「
鉄
輪
ノ
謡
ノ
キ
リ
」
よ
り
遠
い
だ
け
に
、
逆
に
、
狂
言
「
呪

咀
男
」
の
独

自

性

オリジナリテイー
が
き
わ
だ
つ
演
出
と
な
る
。

『
狂
言
三
百
番
集
』
所
収
の
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
番
外
「
呪
ひ
男
」
の
場

合
、

に
引
用
し
た
よ
う
に
、
能
「
鉄
輪
」
と
同
じ
く
、
う
わ
な
り
う
ち
の

要
素
が
あ
る
の
で
、
謡
は
、

シ
テ

一
聲
）

浮
雲
の
。
深
き
恨
み
の
闇
路
経
て
。
今
宵
限
り
の
。
月
や
見

ん
。
カ
ケ
リ

。
い
で
〳
〵
命
を
取
ら
ん
。
地

い
で
〳
〵
命
を
取
ら
ん
と
。
あ

た
ら
男
を
取
つ
て
引
き
立
て
。
苔しもとを
振
上
げ
打
た
ん
と
す
れ
ば
。
恐
ろ
し

や
壇
上
に
。
矜こん
が

羅ら
制せい
叱た
迦か
ま
し
〳
〵
て
。
出
で
よ
〳
〵
と
責
め
給
ふ
ぞ

や
。
腹
立
ち
や
。
思
ふ
夫つま
を
ば
取
ら
で
あ
ま
さ
へ
矜

羅
の
。
責
め
を
蒙

る
悪
鬼
の
神
通
。
通
力
自
在
の
勢
た
え
て
。
力
も
よ
わ
〳
〵
と
。
足
弱
車

の
廻
り
逢
ふ
べ
き
。
時
節
を
待
つ
べ
し
や
。
先
づ
此
度
は
戻
る
べ
し
と
。

い
ふ
聲
ば
か
り
か
す
か
に
残
り
。
い
ふ
聲
ば
か
り
か
す
か
に
残
り
て
鬼
女

の
姿
は
失
せ
に
け
り
。（
下
654
頁
）

と
な
っ
て
お
り
、「
鉄
輪
」
の
キ
リ
に
多
く
を
依
っ
て

注
15
）

い
る
。
ま
た
、
成
城

本
「
呪
咀
男
」
の
場
合
、
こ
の
謡
で
狂
言
が
終
了
す
る
の
で
は
な
く
、〞
急

の
急
〝
と
し
て
、

が
あ
る
わ
け
な
の
で
、
謡
そ
の
も
の
の
緩
急
の
リ
ズ

ム
な
ど
を
含
む
謡
い
方
も
、
異
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

シ
テアト

見
せ
消
ち
）

両
人

始
縞
ノ
物
狂
言
上
下

後
シ
テ

段
熨
斗
目

厚
板
壺
折

鬼
頭
巾

面
武
悪

同
ア
ト

掛
素
袍

折
烏
帽
子

ヘ
イ
カ
タ
ゲ
出
ル

又
ア
ト

外
ニ

熨
斗
目

長
上
下

少
サ
刀

扇

熨
斗
目
カ

箔
）

伯
ノ
モ
ノ

礼
金
紙
也

水
引
懸
ル

は
、
装
束
付
け
お
よ
び
作
物
注
記
で
あ
る
。

の
冒
頭
は
、「
シ
テ
」

「
ア
ド
」
並
び
書
か
れ
て
い
た
も
の
を
、
後
、「
ア
ド
」
を
見
せ
消
ち
さ
れ
た

姿
を
呈
す
る
。
し
か
し
、「
両
人

」
と
あ
る
、
つ
づ
く
文
を
見
る
か
ぎ
り
、

「
シ
テ
」「
ア
ド
」
の
ま
ま
で
も
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
テ
も

ア
ド
も
初
登
場
の
際
は
、「
縞
ノ
物
・
狂
言
上
下
」
の
太
郎
冠
者
仕
立
て
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
ア
ド
の
「
熨
斗
目
・
長
上
下
」
が
、
大
名
類
や

小
名
類
の
主しゆう
仕
立
て
で
あ
る
の
に
対
し
、
シ
テ
や
ア
ド
は
そ
れ
よ
り
身
分
、

地
位
の
低
い
者
と
い
う
設
定
を
反
映
し
て
い
る
。「
後
シ
テ
」
は
、
能
に
準

じ
た
呼
称
を
と
っ
た
も
の
で
、

で
、
シ
テ
が
怨
霊
に
扮
し
て
「
イ
デ
喰
ホ

ウ
」
と
出
て
く
る
時
の
装
束
で
あ
る
。「
武

注
16
）

悪
」
面
は
、
狂
言
「
清
水
」
や

「
伯
母
ケ
酒
」
で
、
鬼
を
表
現
す
る
際
に
付
け
る
狂
言
面
で
あ
る
。

「
同
ア
ド
」
の
「
同
」
は
前
行
の
「
後
」
を
さ
し
、「
後
ア
ド
」
を
示
し
て

い
る
。
陰
陽
師
に
扮
し
た
ア
ド
が
、

に
お
い
て
又
ア
ド
の
家
を
訪
問
す
る

際
に
は
、
こ
の
装
束
に
替
え
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
外
ニ
」
と
あ
る
の
は
、
用
意
す
る
「
作
物
」
の
件
で
あ
り
、「
熨
斗
目
カ

箔
）

伯
ノ
モ
ノ
」
は
、

に
お
い
て
ア
ド
扮
す
る
陰
陽
師
が
「
ま
つ
是
を
こ
ふ

き
さ
セ
ら
れ
い
」
と
又
ア
ド
に
か
ぶ
せ
た
小
袖
の
こ
と
で
あ
る
。「
礼
金
紙

也

水
引
懸
ル
」
と
い
う
の
は
、

に
お
い
て
、
又
ア
ド
よ
り
シ
テ
に
渡
さ

れ
る
〞
礼
金
〝
で
あ
り
、

に
お
い
て
シ
テ
と
ア
ド
が
取
り
合
う
も
の
で
あ

る
。
金
を
紙
で
包
み
、
水
引
を
か
け
る
礼
法
は
、
現
代
と
同
じ
で
あ
る
。
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四

お
わ
り
に

以
上
、
前
節
を
通
し
て
、

曲
章
四
番

本
「
呪
咀
男
」
の
セ
リ
フ
分
析

を
行
な
っ
て
き
た
が
、『
狂
言
三
百
番
集
』
所
収
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
番
外

「
呪
ひ
男
」
が
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
ろ
、
能

鉄
輪

に
つ﹅
き﹅
す﹅
ぎ﹅
て
い
る

の
に
対
し
、
ス
ッ
パ
仲
間
の
た
く
ら
み
と
仲なか
間ま
割
れ
を
劇
の
中
間
と
オ﹅
チ﹅
に

配
し
て
、
立
体
観
の
あ
る
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ

と
ば
づ
か
い
も
、
場
面
場
面
に
応
じ
て
、
入
念
な
設
定
や
配
慮
が
な
さ
れ
て

お
り
、
台
本
と
し
て
練ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

怨
霊
を
加
持
祈
祷
す
る
謡
も
、「
替
謡
」
ま
で
用
意
さ
れ
、
こ
の
曲
が
、

一
時
期
、
か
な
り
の
頻
度
で
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
し
の
ば
れ
た
。
ま

た
、

の
「
口
傳

ア
リ

」、

の
「
口
傳
ア
リ
」、

の
「
口
傳

」、
と
い
う
注
記
の
あ

り
方
も
、
数
十
年
以
上
の
上
演
伝
承
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
伝
承
を
う
け
た
も
の
が
、
成
城

曲
章
四
番

本
「
呪
咀
男
」
で
あ
る

と
見
な
せ
る
の
で
あ
る
。

大
蔵
流
八
右
衛
門
派
番
外
曲
「
呪
ひ
男
」
に
つ
き
、
橋
本
朝
生
二
〇
一

二
・
九
『
続

狂
言
の
形
成
と

注
17
）

展
開
』
所
収
「
付
録

狂
言
台
本
・
曲
目
所

在
一
覧

補
遺
」
の
「
の
ろ
ひ
男
」
項
を
見
る
と
、「《
他
》
19
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。《
他
》
と
は
、
三
流
以
外
の
《
そ
の
他
》
の
意
で
あ
る
。「
19
」
と

は
、19

狂
言
大
外
・
新

①
天
理

②
狂
言
大
外
・
新

③
一
一

⑤
石
田

元
季

⑥
一
二
五

⑦
堀
村
平
太
郎
蔵
本
の
写

⑨
橋
本
朝
生
『
中
世

史
劇
と
し
て
の
狂
言
』
146
ペ
ー
ジ

を
さ
す
。

橋
本
氏
が
大
蔵
・
和
泉
・
鷺
三
流
以
外
の
《
そ
の
他
》
に
分
類
さ
れ
た
天

理
図
書
館
蔵
『
狂
言
大
外
・
新
』
所
収
「
の
ろ
ひ
男
」
に
つ
い
て
、
小
林
賢

次
所
持
の
写
真
版
に
よ
っ
て
検
討
を
試
み
た
と
こ
ろ
、『
狂
言
三
百
番
集
』

所
収
の
「
呪
ひ
男
」
と
同
一
で
あ
っ
た
。
日
本
語
史
研
究
と
い
う
面
か
ら
、

『
狂
言
大
外
・
新
』
に
注
目
し
た
の
も
小
林
賢
次
で
あ
り
、
そ
の
著
『
狂
言

台
本
と
そ
の
言
語
事
象
の
研
究
』
第
八
章
「
言
語
資
料
と
し
て
の
天
理
図
書

館
蔵
『
狂
言
大
外
』『
狂
言
新
』」
に
は
、

『
狂
言
大
外
・
新

』
の
書
誌
的
ま
た
は
狂
言
史
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
稲
田

（
一
九

注
18
）

九
八
）
に
詳
し
く
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
、
問
題

点
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。「
大
外
」（
読
み
方
は
不
明
）
と
は
番

外
曲
を
さ
す
ら
し
く
、
大
蔵
流
に
お
け
る
番
外
曲
の
類
を
集
成
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
『
狂
言
大
外

』
一
〇
冊
に
は
各
冊
一
〇
曲
計
一
〇
〇
曲
（
重

出
を
除
く
と
九
七
曲
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
狂
言
新

』
に
は

新
作
狂
言
六
曲
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。（
182
頁
）

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
大
外

』
第
六
の
26
オ

〜
29
ウ
に
書
写
さ
れ
て
い
る
「
の
ろ
ひ
男
」
は
、
大
蔵
流
番
外
曲
で
あ
る
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

ま
た
、
つ
づ
い
て
、

稲
田
（
一
九
九
八
）
に
お
い
て
は
、『
狂
言
大
外

』（
堀
村
本
）
の
各
曲
に

つ
い
て
他
の
台
本
と
の
関
わ
り
を
精
査
し
た
上
で
、「
大
蔵
流
関
係
の
台

本
に
見
え
る
曲
」
と
「
元
来
大
蔵
流
の
非
所
演
曲
」
に
分
け
て
さ
ら
に
細

分
し
、
鳥
取
藩
に
お
い
て
宝
永
〜
正
徳
年
間
に
演
じ
ら
れ
た
稀
曲
の
多
く

が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
鳥
取
藩
の
役
者
原
勘
五
郎
、
大
津

の
川
嶋
家
を
介
し
て
、
大
津
の
堀
村
八
二
郎
に
伝
承
さ
れ
た
経
路
を
示
し
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て
い
る
。
一
方
ま
た
、
橋
本
（
一
九
九
七
）
に
お
い
て
は
、
紀
州
の
松
井

家
か
ら
の
経
路
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
他
の
台
本
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の

曲
が
存
在
す
る
な
ど
、
異
色
の
台
本
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
182
頁
）

と
も
ま
と
め
、
台
本
の
成
立
過
程
で
鳥
取
藩
原
勘
五
郎
、
大
津
の
川
嶋
家
、

大
津
の
堀
村
八
二
郎
、
紀
州
の
松
井
家
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
成
城
本
「
呪
咀
男
」
を
所
収
す
る
成
城

曲
章
四
番

本
に
は
、
伝
右

衛
門
派
の
「
鷺
十
代
目
拱
辰
先
生
」（
鷺
伝
右
衛
門
寛
太
郎
）、「
御
本
丸
小

十
人
衆

吉
見
儀
介
」（
江
戸
城
御
本
丸
小
十
人
衆
は
、
旗
本
待
遇
の
武
士

で
あ
る
）、
岡
山
義
憲
、
西
口
克
太
郎
吉
迪
（
文
左
衛
門
）
の
名
前
が
見

注
19
）

ら
れ
、
鷺
流
で
は
あ
る
が
武
士
で
狂
言
を
演
じ
、
か
つ
若
い
宗
家

供
辰

先
生
に
一
目
置
か
れ
た
人
々
の
姿
が
し
の
ば
れ
る
。『
狂
言
大
外

』
の
成
立
に

も
、
相
似
た
人
間
構
図
を
見
る
の
で
あ
る
。

小
林
賢
次
は
、
さ
ら
に
稲
田
説
を
引
い
て
、

こ
れ
ら
の
曲
の
中
で
、
稲
田
氏
が
、「
狂
言
記
系
諸
本
に
近
い
曲
」
と
し

て
示
し
て
い
る
の
が
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

早
漆

張
蛸

樽
聟

連
雀

箕
被

と
ち
は
く
れ

苞
山
伏

佐
渡

狐

手
負
山
賊

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
苞
山
伏
」（
大
外
七
）
は
『
狂
言
記
正
篇
）
』
と
、
ど

ち
は
ぐ
れ
（
十
）
は
『
続
狂
言
記
』
と
、「
佐
渡
狐
」（
七
）、「
手
負
山

賊
」（
七
）
は
『
狂
言
記
拾
遺
』
の
本
文
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
と
ん
ど
一
致

し
て
い
る
。
ま
た
、「
箕
被
」（
十
）
は
、
冒
頭
は
本
文
が
異
な
る
が
、
途

中
か
ら
ほ
ぼ
『
続
狂
言
記
』
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も

小
異
は
あ
る
も
の
の
、
版
本
を
書
写
し
た
も
の
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ

う
。
流
儀
に
お
け
る
通
常
の
伝
承
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

残
り
の
「
早
漆
」（
四
）、「
樽
聟
」（
七
）、「
張
蛸
」（
八
）、「
連
雀
」

（
九
）
は
、『
狂
言
記
外
五
十
番

』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
詞
章
は
大
き
く

相
違
し
て
お
り
、「
狂
言
記
系
諸
本
に
近
い
」
と
い
う
の
は
、
筋
立
て
等

に
関
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。（
182
〜
183
頁
）

「
苞
山
伏
」「
ど
ち
は
ぐ
れ
」
な
ど
の
五
曲
は
、『
狂
言
大
外

』
の
親
本

（
堀
村
本
）
の
筆
録
時
に
、
書
写
す
べ
き
適
当
な
台
本
が
得
ら
れ
ず
（
他

の
曲
と
同
様
で
あ
る
が
、
近
世
末
期
頃
の
大
蔵
流
上
演
曲
に
は
当
然
含
ま

れ
て
い
な
い
）、
や
む
を
え
ず
版
本
を
利
用
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

（
183
頁
）

の
ご
と
く
、
自
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
語
学
者
と
し
て
の
見
解

を
提
示
し
て
い
る
。

今
、
小
林
賢
次
二
〇
〇
八
・
二
よ
り
丁
寧
に
引
用
を
重
ね
た
の
は
、
同
書

を
若
い
研
究
者
の
全
て
が
ひ
も
と
い
て
く
だ
さ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
今

後
、『
狂
言
大
外
』
の
資
料
利
用
に
関
し
て
、

〜

の
ま
と
め
が
き
わ
め

て
有
益
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
る
。

『
狂
言
大
外
』
の
親
本
（
堀
村
本
）
の
筆
録
時
に
、
成
城

曲
章
四
番

本
所
収
の
「
呪
咀
男
」
は
、
台
本
と
し
て
利
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら

く
、
現
行
曲
と
し
て
舞
台
に
か
け
て
い
た
鷺
流
側
か
ら
、
台
本
と
し
て
流
れ

出
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
別
趣
向
の
「
の
ろ
ひ
男
」
が
大

蔵
流
番
外
曲
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。

大
蔵
流
八
右
衛
門
派
番
外
曲
「
呪
ひ
男
」
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
、
鷺
流
の

「
呪
咀
男
」
は
、
能
「
鉄
輪
」
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
り
、
能
と
能
の
間
に
演

じ
ら
れ
る
狂
言
と
し
て
は
不
向
き
で
あ
る
。
成
城

曲
章
四
番

本
「
呪
咀
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男
」
は
、
曲
の
構
成
や
展
開
は
面
白
い
の
で
あ
る
が
、
曲
目
に
「
の
ろ
い
」

が
入
り
縁
起
が
悪
い
た
め
、
祝
言
と
し
て
の
能
会
に
は
不
向
き
で
あ
り
、
座

敷
狂
言
と
し
て
も
、
余
興
と
し
て
こ
の
曲
が
演
じ
ら
れ
る
場
は
限
ら
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
幕
末
期
の
混
乱
や
鷺
流
の
衰
退
が
か
ら
み
、
台
本

そ
の
も
の
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状
況
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
今
回
、
考
察
を
加
え
た
よ
う
に
、

曲
章
四
番

本
所

収
「
呪
咀
男
」
は
、
演
目
と
し
て
は
伝
承
の
あ
る
よ
く
練
ら
れ
た
面
白
い
も

の
で
あ
る
。
山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
、
あ
る
い
は
、
佐
渡
鷺
流
狂
言
保
存
会

の
演
者
の
方
々
が
、
復
曲
し
て
下
さ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
研
究
者
と
し
て
も

観
客
の
一
人
と
し
て
も
、
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

注

（
１
）

請
求
記
号：

９
１
２
・
３
／
Ｋ
Ｙ
３
／
３
（
Ｗ
）

登
録
番
号：

Ｙ
０

９
３
２
８
０

（
２
）

本
稿
に
引
用
の
な
い
台
本
も
あ
る
が
、
三
流
の
台
本
現
存
状
況
が
一
目

で
わ
か
る
の
で
、
各
流
主
要
台
本
に
つ
い
て
、
以
下
、
簡
単
に
記
す
。

な
お
、
各
台
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
林
賢
次
二
〇
〇
八
・
二
『
狂

言
台
本
と
そ
の
言
語
事
象
の
研
究
』（
ひ
つ
じ
書
房
）
の
４
〜
９
頁
が

明
解
で
大
い
に
参
考
と
な
る
。

大
蔵
流

〔１〕
大
蔵
虎﹆
明﹆
本﹆
…
『
大
蔵
家

傳
之
書

古
本
能
狂
言
』（
臨
川
書
店
）
の
影
印
に
拠

る
。

〔２〕
大
蔵
虎﹆
清﹆
本﹆
…
古
川
久
編
『
狂
言
古
本
二
種
』（
わ
ん
や
書
店
）
の

翻
刻
に
拠
り
、『
近
代
語
研
究
』
第
三
集
所
収
の
林
田
明
編
「
影

印
」
を
参
照
。

〔３〕
大
蔵
虎﹆
寛﹆
本﹆
…
笹
野
堅
校
訂
『
能
狂
言
（
上
・
中
・
下
）』〔
岩
波
文

庫
〕
の
翻
刻
に
拠
る
。

〔４〕
大
蔵
虎﹆
光﹆
本﹆
…
橋
本
朝
生
編
『
大
蔵
虎
光
本
狂
言
集
（
一
〜
四
）』

（
古
典
文
庫
）
の
翻
刻
に
拠
る
。

〔５〕
山﹆
本﹆
﹆東あずま

本﹆
…
小
山
弘
志
校
注
『
狂
言
集
（
上
・
下
）』（
岩
波
日
本

古
典
文
学
大
系
）
の
翻
刻
に
拠
る
。

〔６〕
茂﹆
山﹆
家﹆
本﹆
…
北
川
忠
彦

安
田

章

校
注
『
狂
言
集
』（
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全

集
）
の
翻
刻
に
拠
る
。

和
泉
流

〔７〕
天﹆
理﹆
本﹆
『
狂
言
六
義
』
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
狂
言
六
義
』

（
八
木
書
店
）
の
影
印
に
拠
る
。

〔８〕
和﹆
泉﹆
家﹆
古﹆
本﹆
『
六
議
』
…
池
田
廣
司
解
題
・
校
注
「
和
泉
家
古
本

『
六
議
』」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成

第
四
巻
狂
言
』
所
収
）

の
翻
刻
に
拠
る
。

〔９〕
波
形
本
…
原
本
の
写
真
（
小
林
賢
次
所
持
）
に
拠
る
。

〔10〕
雲
形
本
…
原
本
の
写
真
（
小
林
賢
次
所
持
）
に
拠
る
。

〔11〕
三﹆
百﹆
番﹆
集﹆
本﹆
…
野
々
村
戒
三
・
安
藤
常
次
郎
校
注
『
狂
言
三
百
番
集

（
上
・
下
）』（
冨
山
房
百
科
文
庫
）
の
翻
刻
に
拠
る
。

鷺
流

〔12〕
延﹆
宝﹆
忠﹆
政﹆
本﹆
…
田
口
和
夫
「
鷺
流
狂
言
『
延
宝
・
忠
政
本
』
翻
刻
・

解
説
」（「
静
岡
英
和
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
」
第
一
一
号
）
に
拠

る
。
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〔13〕
享﹆
保﹆
﹆保やす
﹆教のり

本﹆
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本

（
一

〜
四
）』（
八
木
書
店
）
の
影
印
に
拠
る
。

〔14〕
宝
暦
名﹆
女﹆
川﹆
本﹆
…
北
川
忠
彦
・
関
谷
俊
彦
「
翻
刻

鷺
流
狂
言
『
宝

暦
名
女
川
本
』（
一
〜
六
）」（「
女
子
大
国
文
」
第
一
〇
五
〜
一
一

一
号
）
に
拠
る
。

〔15〕
安
政
賢﹆
通﹆
本﹆
…
野
々
村
戒
三
解
説
・
古
川
久
校
註
『
狂
言
集
（
上
・

中
・
下
）』（
朝
日
日
本
古
典
全
書
）
の
翻
刻
に
拠
る
。

〔16〕
山﹆
口﹆
鷺﹆
流﹆
狂
言
資
料
集
成
…
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編
同
名
の

本
（
全
三
冊
。
山
口
市
教
育
委
員
会
）
に
拠
る
。

流
派
固
定
以
前
の
も
の

〔17〕
天﹆
正﹆
狂
言
本﹆
…
古
川
久
編
『
狂
言
古
本
二
種
』（
わ
ん
や
書
店
）
に

拠
る
。

版
本
狂
言
記

〔18〕『
狂
言
記

正
篇
』
…
北
原
保
雄
・
大
倉
浩
『
狂
言
記
の
研
究
』（
勉

誠
社
）
の
影
印
に
拠
る
。

〔19〕『
狂
言
記

外
五
十
番

』
…
北
原
保
雄
・
大
倉
浩
『
狂
言
記
外
五
十
番

の
研
究
』（
勉
誠
社
）
の
影
印
に
拠
る
。

〔20〕『
続
狂
言
記
』
…
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
『
続
狂
言
記
の
研
究
』（
勉

誠
社
）
の
影
印
に
拠
る
。

〔21〕『
狂
言
記
拾
遺
』
…
北
原
保
雄
・
吉
見
孝
夫
『
狂
言
記
拾
遺
の
研
究
』

（
勉
誠
社
）
の
影
印
に
拠
る
。

（
３
）

池
田
廣
司
一
九
六
七
・
三
『
古
狂
言
台
本
の
発
達
に
関
し
て
の
書
誌
的

研
究
』（
風
間
書
房
刊
）
付
録
三
。

（
４
）
「
番
外
曲
」
に
つ
き
、『

○日
本

○国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
。
第
二
版
。
○

点
略
称
）
は
、「
狂
言
で
、
江
戸
時
代
お
よ
び
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た

新
作
曲
、
ま
た
、
他
流
派
か
ら
取
り
入
れ
た
曲
を
い
う
」
と
、
説
明
す

る
。

（
５
）
『
佐
渡
鷺
流
狂
言
』（
真
野
町
教
育
委
員
会
一
九
九
九
年
二
月
刊
）
に
も

所
収
さ
れ
て
い
な
い
。

（
６
）
「
又
」「
シ
」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
又
ア
ド
」「
シ
テ
」
の
略
で
あ

り
、
本
稿
で
は
、
発
話
者
に
つ
き
、
例
文
に
よ
っ
て
は
、（

）
に
入

れ
て
明
示
し
て
い
る
。

（
７
）
『
日
国
』
の
「
し
ん
だ
い
」
項
語
誌
に
は
、「
進
退
」
か
ら
生
じ
、
中
世

に
「
シ
ン
ダ
イ
」
と
連
濁
し
て
財
産
の
意
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
語

が
、
近
世
、「
身
袋
」「
身
体
」（
身
躰
）
な
ど
の
表
記
を
生
じ
、
そ
の

う
ち
「
身
代
」
と
当
て
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
概
説
す
る
。

（
８
）

原
本
に
お
け
る
「

記
号
は
、
こ
の
曲
に
お
い
て
珍
し
い
。

（
９
）

の
引
用
を
含
め
て
、『
日
国
』
参
照
。

（
10
）

筆
者
は
、
昭
和
三
三
年
頃
、
宮
崎
市
内
の
女
子
中
学
生
と
の
日
常
会
話

に
、
こ
の
語
を
確
認
し
て
い
る
。
当
時
、
住
ん
で
い
た
京
都
で
も
母
の

故
郷
・
鹿
児
島
で
も
耳
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
耳
に

立
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

（
11
）
『
元
和
卯
月
本
謡
曲
百
番
』
に
、「
葵
上
」
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当

た
れ
な
い
。

（
12
）

古
い
観
世
流
本
文
を
伝
え
る
『
元
和
卯
月
本
謡
曲
百
番
』
に
「
鉄
輪
」

は
欠
け
て
い
る
。
古
い
金
春
系
能
本
で
あ
る
『
車
屋
本
謡
曲
集
』
で

は
、
同
文
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
）

吉
田
神
道
説
を
伝
え
る
『
日
本
書
紀
抄
』
に
関
し
て
、
小
林
千
草
一
九
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九
二
・
五
『
日
本
書
紀
抄
の
国
語
学
的
研
究
』（
清
文
堂
出
版
刊
）、
一

九
九
四
・
一
一
『
中
世
の
こ
と
ば
と
資
料
』（
武
蔵
野
書
院
刊
）、
二
〇

〇
三
・
三
『
清
原
宣
賢
講
「
日
本
書
紀
抄
」
本
文
と
研
究
』（
勉
誠
出

版
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

（
14
）
『
車
屋
本
謡
曲
集
』
と
の
相
異
は
、
最
後
の
「
目
に
見
え
ぬ
鬼
と
な
り

に
け
り
」
の
く
り
返
し
が
車
屋
本
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
15
）
「
矜

羅
制
叱
迦
」
は
、
能
「
善
界
」
や
「
壇
風
」
な
ど
で
、
祈
り
の

こ
と
ば
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
も
そ
の
応
用
か
。

（
16
）

大
蔵
流
山
本
東
次
郎
家
蔵
「
肉
色
武
悪
」
面
を
、
小
林
千
草
・
千

草

子
二
〇
〇
九
年
一
月
『
こ
と
ば
か
ら
迫
る
狂
言
編

理
論
と
鑑
賞
の

新
視
点

』（
武
蔵
野
書
院
刊
）
の
カ
バ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

（
17
）

瑞みづ
木き
書
房
刊
。

（
18
）
「
狂
言
番
外
曲
の
伝
承
経
路
（
上
）（
下
）
｜
天
理
堀
村
本
所
収
曲
を
め

ぐ
っ
て
｜
」（『
芸
能
史
研
究
』
第
一
四
〇
号
、
一
四
二
号
）

（
19
）

小
林
千
草
二
〇
一
六
・
三
（
⑶
）
な
ど
参
照
。

（
こ
ば
や
し
・
ち
ぐ
さ

東
海
大
学
元
教
授
）
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